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は
じ
め
に

　

地
域
史
や
地
域
文
化
は
扱
お
う
と
す
る
地
域
の
特
徴
を
探
る
こ
と
が
中
心
的
な
課
題

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
鶴
崎
と
湯
川
両
人
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
、
ま
た
は
共
同

で
扱
っ
た
成
果
を
も
と
に
、
戦
国
期
の
近
衛
家
領
を
中
心
に
摂
津
国
（
主
に
大
阪
府

下
）
の
様
相
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

五
摂
家
の
一
つ
で
あ
っ
た
近
衛
家
に
は
歴
代
の
当
主
に
よ
り
集
め
ら
れ
、
伝
え
ら
れ

た
文
書
や
宝
物
を
所
蔵
す
る
陽
明
文
庫
が
あ
る
。
陽
明
文
庫
の
所
蔵
品
は
二
〇
万
点
に

も
及
び
、
そ
れ
ら
は
公
家
文
化
の
み
な
ら
ず
日
本
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
品
々

で
あ
り

Б

、
当
然
、
近
衛
家
領
の
荘
園
史
料
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
鎌
倉
時
代

中
期
の
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
十
月
二
十
一
日
作
成
の
『
近
衛
家
所
領
目
録
』（
奥

書
に
よ
れ
ば
室
町
時
代
の
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
）、
さ
ら
に

戦
国
時
代
の
当
主
で
あ
る
近
衛
房
嗣
・
政
家
・
尚
通
の
三
代
が
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
家
産

経
済
の
記
録
で
あ
る
『
雑
々
記
』『
雑
事
要
録
』
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る

В

。
も
と
よ
り

房
嗣
・
政
家
・
尚
通
に
は
近
衛
家
当
主
と
し
て
の
日
記
『
後
知
足
院
御
記
』『
後
法
興

院
記
』『
後
法
成
寺
関
白
記
』
が
あ
る
が
、『
雑
々
記
』『
雑
事
要
録
』
は
日
記
と
は
別

に
同
時
期
に
書
か
れ
た
近
衛
家
の
家
産
経
済
の
実
態
、
特
に
家
領
か
ら
の
収
入
が
記
さ

れ
て
お
り
、
戦
国
期
の
近
衛
家
領
の
様
相
、
さ
ら
に
は
公
家
社
会
の
荘
園
の
管
理
状
況

が
如
実
に
わ
か
る
記
録
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
摂
津
国
の
近
衛
家
領
が
建
長
五
年
の
『
近
衛
家
所
領
目
録
』
の
記
載
と

二
〇
〇
年
後
の
戦
国
期
の
『
雑
々
記
』『
雑
事
要
録
』
の
記
載
と
で
は
ど
の
よ
う
に
相

違
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
眺
め
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
『
近
衛
家
所
領
目
録
』
に
記
さ
れ
た
摂
津
国
の
近
衛
家
領
に
つ
い
て
、
大
阪
府

下
の
自
治
体
史
、『
豊
中
市
史
』『
箕
面
市
史
』『
茨
木
市
史
』『
摂
津
市
史
』『
大
阪
府

史
』『
新
修
大
阪
市
史
』『
吹
田
市
史
』『
新
修
池
田
市
史
』
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
る
か
、
自
治
体
史
を
発
刊
順
に
概
観
し
よ
う
。

一
．
大
阪
府
下
の
自
治
体
史
に
見
る
摂
津
国
近
衛
家
領

　
『
近
衛
家
所
領
目
録
』
に
つ
い
て
は
『
鎌
倉
遺
文
』
10
巻
（
昭
和
51
年
）、『
吹
田
市

史　

第
四
巻
』（
昭
和
51
年
）、『
摂
津
市
史　

史
料
編
一
』（
昭
和
59
年
）
に
翻
刻
さ
れ

て
お
り
、
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
衛
家
は
、
中
臣
鎌
足
直
系
の
藤
原
氏
北
家
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
文
治
二
年

（
一
一
八
六
）、
兼
実
の
代
に
近
衛
・
九
条
の
二
家
に
分
か
れ
た
。
さ
ら
に
仁
治
三
年

（
一
二
四
二
）
以
後
、
近
衛
家
か
ら
は
鷹
司
家
が
分
立
し
、
九
条
家
か
ら
は
一
条
家
・

二
条
家
が
分
立
し
、
五
摂
家
が
誕
生
し
た
。『
近
衛
家
所
領
目
録
』（
以
下
『
目
録
』
と

略
称
）
は
近
衛
家
か
ら
鷹
司
家
が
分
立
す
る
に
当
た
り
、
所
領
を
明
確
に
す
る
た
め
に

作
成
さ
れ
た
目
録
で
、
中
村
直
勝
氏
は
『
目
録
』
記
載
の
所
領
の
領
有
系
統
を
明
ら
か

に
し
、
処
分
し
た
時
期
を
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
十
二
月
か
ら
承
元
二
年

（
一
二
〇
八
）
十
月
の
間
と
推
定
し
て
い
る

Г

。

　

次
い
で
永
原
慶
二
氏
は
『
目
録
』
に
よ
り
領
主
権
の
構
造
を
解
明
し
、
一
六
五
の
家

領
を
九
つ
の
所
有
形
態
に
分
類
し
た

Д

。
さ
ら
に
橋
本
義
彦
氏
は
『
国
史
大
辞
典
』
５

（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
60
年
）「
近
衛
家
領
」
の
項
目
で
、『
目
録
』
の
解
説
と
と
も

に
、
新
た
に
次
の
六
つ
の
所
領
形
態
に
分
類
し
た

Е

。

　

①
私
的
な
別
相
伝
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
四

　

②
本
所
と
し
て
一
定
の
得
分
を
収
取
す
る
所
領　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇

　

③
進
止
権
を
保
留
し
て
有
縁
の
寺
社
に
寄
進
し
た
所
領　
　
　
　
　
　
　

五

　

④
基
本
的
な
年
貢
収
取
権
を
寺
社
に
寄
進
し
た
所
領　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

⑤
本
所
と
し
て
荘
務
を
進
退
す
る
所
領　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
〇

研
究
論
文

　

戦
国
期
摂
津
国
に
お
け
る
近
衛
家
領

鶴
崎　

裕
雄
（
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

湯
川　

敏
治
（
中
世
公
家
日
記
研
究
会
）　　
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第１表（摂河泉の近衛家領）

　　　　　　　時代別史料
　　　　　　　　　　　及び自治体史
　　　　　　　　　　　(自治体史発行年月)

鎌期
倉

戦国期 　

貝
塚
市
史

　

豊
中
市
史

　

箕
面
市
史

　

茨
木
市
史

　

柏
原
市
史

　

高
槻
市
史

　

摂
津
市
史

　

大
阪
府
史

　

泉
南
市
史

新修　

吹
田
市
史

新修
泉
大
津
市
史

大
阪
市
史

池
田
市
史

近領
衛目
家録
所

雑
々
記

雑
事
要
録

年
記
雑
々

昭
30

3

昭
36

3

昭
39

12

昭
44

6

昭
48

3

昭
52

2

昭
52

3

昭
54

11

昭
62

7

昭
63

3

平
2

2

平
9

3

平
16

3

国
名
　荘園名

旧  

郡 

名
現在行政区

支
配
別
経営有無

目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑 目 雑

摂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津

榎並上荘東方
榎並上荘西方
榎並下荘
放出村
　　　番匠給

西成郡
東生郡
〃
〃
〃

大阪市
〃
〃
〃
〃

都島･城東区
　　〃
城東･鶴見区
　　〃
　　〃

本
一
本
本
本

○
○

●
●
●
●

●
●
●
● ●

仲牧
五位荘
大原荘
沢良宜村
水尾
熊丸名
山田村
片山村
垂水東牧
　小薬院
垂海
垂水西牧
新免村
熊野田村
細河荘
八多荘
天王畑
椋橋東荘

島上郡
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
島下郡
〃
豊島郡
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

高槻市
〃
〃
茨木市
〃
〃
吹田市
〃
〃
〃
〃
〃
豊中市
〃
池田市
〃
能勢郡
豊中市

芝生･唐崎
　　〃
原付近
沢良宜
水尾
(水尾熊丸)

山田
片山
垂水
垂水ｶ
垂水･江坂
江坂･南郷
本町周辺
熊野田

畑町
能勢町
倉橋

本
本
一
本

本

一

一
一

一

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○

□

○
○

□

○

●

●
●
●

●

●

●
●
●

●

●

● △

△ ●

●

●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

椋橋西荘
橘御園
富松五位田
多田荘
六瀬村

河辺郡
〃
〃
〃
〃

尼崎市
〃
〃
川西市
―

立花
富松
多田
猪名川町

○

○

● ● ● ●
●

弘井荘
御位田
舎人名
辺部
菅井五位田
犬同名
本御位田

郡未詳
〃
〃
〃
〃
〃
〃

―
―
―
―
―
―
―

○
○
○
○
○

□

□

河
内
坂門牧
河内位田

古市郡
郡未詳

柏原市 本 △

和　

泉

今泉荘
信達荘
御櫛造

和泉郡
日根郡
〃

泉大津
泉南市
貝塚市

槙尾川北岸
信達
近木

一
本
本 △

●
●
●

●
●

△

摂　
　
　
　
　

津

大　
　

番

穂積
福井荘
郡
別府
味舌
南郷
垂水
矢田

島下郡
〃
〃
〃
〃
〃
〃
郡未詳

茨木市
〃
〃
摂津市
〃
吹田市
〃

穂積
福井
郡
別府
味舌
江坂付近
垂水

本
○
○
○
○
○
○
○
○

●

●

●

注
１：「近衛家所領目録」の「支配別」欄で、「本」は本所、「一」は一族の支配を示し、『大阪府史』に従った。
２： 戦国期に入り『雑々記』『雑事要録』『年記雑々』欄、○印はそれぞれの記録に記載されているもの。なお、『年記雑々』は、『大永三年記雑々』
『大永四年記雑々』のことで、□印は荘園名の記載だけで、年貢納入の記載はない。

３：自治体史で「目」「雑」の区別は、「目」は「近衛家所領目録」、「雑」は『雑事要録』『雑々記』。
４： 「近衛家所領目録」『雑事要録』『雑々記』を活用し、当該荘園を説明しているものは「●」を付し、「△」は特に使用史料を明記していない

が、当該荘園に触れているている自治体史。
５：その他、河辺郡以西は現在の兵庫県のため参考に揚げるに留めた。
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⑥
在
地
領
主
を
請
所
と
し
て
一
定
の
得
分
権
を
持
つ
所
領　
　
　
　
　

二
〇

　
『
目
録
』
の
家
領
数
は
、
永
原
氏
が
数
え
た
一
六
五
と
橋
本
氏
の
数
え
た
一
五
三
と

差
は
あ
る
が
、
以
下
お
お
よ
そ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
橋
本
氏
の
説
に
従
う
こ
と
と
す

る
。

　
『
目
録
』
と
『
雑
事
要
録
』『
雑
々
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
家
領
の
、
推
定
も
含
め
、

現
在
の
所
在
地
を
示
し
、
そ
れ
ら
の
家
領
を
記
載
す
る
自
治
体
史
を
刊
行
順
に
揚
げ
た

の
が
第
１
表
「
摂
河
泉
の
近
衛
家
領
」
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
じ
ま
る
近
衛
家
領
は

摂
津
国
に
集
中
し
、
現
在
の
自
治
体
別
に
見
る
と
、
大
阪
府
の
大
阪
市
・
池
田
・
豊

中
・
箕
面
・
吹
田
・
茨
木
各
市
及
び
兵
庫
県
一
部
（
尼
崎
市
ほ
か
）
に
存
在
し
た
。

　

豊
中
市
史　

昭
和
36
年
刊

　
『
目
録
』
の
近
衛
家
領
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
第
二
章
「
中
世
の
豊
中
」
第
一
節

「
豊
中
の
荘
園
」
一
「
摂
関
家
領
垂
水
牧
」
に
は
じ
ま
る
。
平
安
時
代
初
期
の
九
世
紀

初
頭
、
千
里
山
丘
陵
一
帯
の
垂
水
牧
の
摂
関
家
所
領
化
が
進
行
す
る
。
十
世
紀
後
半
か

ら
十
一
世
紀
前
半
に
か
け
、
藤
原
政
権
は
栄
華
を
誇
り
、
摂
関
家
に
は
全
国
の
荘
園
が

集
中
す
る
。

　

摂
関
家
の
荘
園
と
な
っ
た
垂
水
東
牧
・
西
牧
の
荘
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
勝
尾
寺
文

書
』『
今
西
家
文
書
』
に
よ
り
、
東
牧
は
旧
島
下
郡
の
宿し

ゅ
く久
村
（
茨
木
市
）・
粟あ

生お

村

（
箕
面
市
）・
片
山
村
・
山
田
村
（
吹
田
市
）
で
茨
木
川
と
勝
尾
寺
川
を
結
ぶ
西
側
に
比

定
し
、
西
牧
は
旧
豊て

し
ま島

郡
の
垂
水
村
・
榎
坂
村
（
吹
田
市
）・
小
曽
根
村
・
穂
積
村
・

熊
野
田
村
（
豊
中
市
）・
桜
井
郷
・
萱
野
郷
（
箕
面
市
）
で
神
崎
川
（
三
国
川
）・
猪
名

川
・
箕
面
川
の
範
囲
に
比
定
し
、
東
牧
（
島
下
郡
）・
西
牧
（
豊
島
郡
）
の
境
界
を
吹

田
市
の
垂
水
神
社
と
推
定
し
て
い
る
。

　

続
い
て
摂
関
家
が
垂
水
東
牧
を
春
日
神
社
へ
寄
進
し
た
時
期
は
平
安
時
代
後
期
の
藤

原
忠
実
の
代
で
、
預
所
の
補
任
権
や
得
分
権
は
近
衛
家
に
あ
っ
て
、
春
日
社
へ
は
年
貢

の
一
部
が
近
衛
家
か
ら
納
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
西
牧
が
春
日
社
へ
寄
進

さ
れ
た
の
は
、
東
牧
よ
り
遅
く
、
藤
原
氏
が
近
衛
家
と
九
条
家
に
分
か
れ
た
後
の
こ
と

で
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
近
衛
家
二
代
目
の
基
通
の
代
と
す
る
。
西
牧
が
春
日
社
へ
寄
進

さ
れ
た
と
は
い
え
、
本
所
は
近
衛
家
で
興
福
寺
学
侶
が
管
理
権
を
持
ち
、
春
日
社
は
領

家
と
し
て
そ
の
運
営
に
当
た
っ
た
。
運
営
の
実
務
は
春
日
社
家
の
大
東
氏
が
相
続
す
る

牧
務
職
（
名
主
職
）
を
行
い
、
現
地
代
官
に
は
今
西
氏
が
遣
わ
さ
れ
た
。
春
日
社
に
は

南
郷
・
北
郷
・
若
宮
の
三
方
座
が
あ
り
、
南
郷
は
桜
井
郷
・
榎
坂
郷
で
今
西
氏
が
支
配

し
、
北
郷
は
中
東
氏
が
支
配
し
た
。

　

第
二
節
「
鎌
倉
時
代
の
豊
中
」
で
は
、
垂
水
西
牧
は
北
郷
・
南
郷
に
よ
る
二
分
支
配

が
春
日
社
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
春
日
社
は
西
牧
全
域
を
支
配
で
き
た
の
で
は
な

く
、『
今
西
家
文
書
』
の
文
治
五
年
三
月
の
日
付
が
あ
る
「
榎
坂
郷
田
畠
取
帳
」
な
ど

に
よ
り
、
中
央
と
結
び
つ
い
た
大
社
寺
の
力
が
交
錯
し
て
い
る
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
荘
園

を
支
配
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

椋く
ら

橋は
し

荘
（
豊
中
市
南
部
の
庄
内
付
近
、
兵
庫
県
尼
崎
市
神
崎
付
近
）
は
第
二
節
の
三

「
承
久
の
変
と
椋
橋
荘
」
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。『
目
録
』
に
よ
れ
ば
椋
橋
荘
は
鷹
司
兼

経
に
譲
ら
れ
た
家
領
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
後
鳥
羽
上
皇
の
寵
姫
の
亀
菊

の
領
地
と
な
っ
た
。
源
頼
朝
の
没
後
、
朝
廷
側
と
幕
府
側
に
対
立
が
生
じ
、
特
に
荘
園

を
巡
る
経
済
的
対
立
が
目
立
っ
た
。
椋
橋
荘
も
朝
廷
・
幕
府
の
対
立
の
一
つ
で
、
地
頭

が
領
家
側
で
あ
る
院
の
命
令
を
無
視
し
て
押
領
し
た
た
め
、
院
＝
朝
廷
は
幕
府
へ
停
止

を
要
求
し
た
。
こ
の
こ
と
が
承
久
の
乱
の
一
因
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、

後
年
、
室
町
幕
府
を
開
い
た
足
利
尊
氏
は
、
椋
橋
荘
を
東
大
寺
へ
寄
進
し
、
荘
内
の
長

島
（
豊
中
市
豊
南
町
）
は
箕
面
の
勝
尾
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
。

　
「
大
番
国
々
」
は
摂
関
家
大
番
領
の
こ
と
で
、
大
番
舎
人
を
出
し
、
摂
関
家
の
雑
役

や
護
衛
に
従
事
し
た
。
榎
坂
郷
は
摂
関
家
大
番
領
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
『
豊
中
市
史
』
の
第
二
章
で
は
十
二
世
紀
初
頭
に
は
西
牧
に
大
番
舎
人
の
存
在
を
見

る
こ
と
か
ら
榎
坂
郷
が
大
番
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
、『
目
録
』
に
は
摂
津
国
の

大
番
領
の
地
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
１
表
「
摂
河
泉
の
近
衛
家
領
」
中
、「
摂

津
大
番
」
は
『
雑
事
要
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
大
番
所
の
地
名
を
入
れ
た
。
こ
の
他
、

二
「
そ
の
他
の
荘
園
」
に
新
免
荘
を
載
せ
る
。

　

な
お
、『
今
西
家
文
書
』
は
『
豊
中
市
史
』
史
料
編
二
（
昭
和
36
年
）
に
採
録
さ
れ

て
い
る
が
、
平
成
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
に
か
け
て
豊
中
市
の
事
業

と
し
て
『
今
西
家
文
書
』
の
全
面
的
な
調
査
が
行
わ
れ

Ё

、
平
成
十
六
年
三
月
、
豊
中
市

教
育
委
員
会
よ
り
『
春
日
大
社
南
郷
目
代　

今
西
家
文
書
（
本
文
編

写
真
編

）』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

箕
面
市
史　

昭
和
39
年
刊

　

第
二
章
「
中
世
の
箕
面
」
第
一
節
「
中
世
箕
面
の
形
成
」
三
「
摂
関
家
領
垂
水
牧
の

成
立
と
展
開
」
に
近
衛
家
領
垂
水
牧
を
述
べ
る
。
前
の
『
豊
中
市
史
』
で
も
述
べ
て
い
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る
が
、
九
世
紀
末
の
昌
泰
年
間
（
八
九
八
│
九
〇
〇
）
ご
ろ
、
垂
水
牧
を
は
じ
め
摂

津
・
河
内
の
「
公
私
牧
野
」
に
は
「
牧
子
之
輩
」
と
呼
ば
れ
る
住
民
が
お
り
、
雑
役
か

ら
の
免
除
を
得
る
た
め
、
権
門
勢
家
の
私
的
従
属
民
と
な
り
、
身
分
的
特
権
を
得
て

「
寄よ

り

人う
ど

」
と
呼
ば
れ
た
。

　

ま
た
、『
執
政
所
抄
』（
改
定
史
籍
集
覧
27
冊
）
に
は
「
垂
水
東
牧
丗
駄　

同
両本

マ

ゝ
中
駄

散
所
百
十
駄
公
種
方
七
十
駄

兼
弘
方
四
十
駄

」
と
あ
っ
て
「
散
所
」
の
記
載
が
あ
る
。「
散
所
」
の
住
民
は
牧

に
お
け
る
牛
馬
や
駅
馬
の
供
給
に
携
わ
る
一
方
、
垂
水
牧
は
北
部
に
西
国
街
道
（
山
陽

道
）、
南
部
に
神
崎
川
（
三
国
川
）
と
い
う
水
陸
交
通
の
要
所

Ж

が
あ
る
の
で
、
住
民
は

摂
関
家
へ
の
年
貢
や
上
納
物
の
運
搬
に
携
わ
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
場

所
は
不
明
と
す
る
。

　

茨
木
市
史　

昭
和
44
年
刊

　

第
三
章
「
中
世
の
茨
木
」
第
一
節
「
茨
木
の
諸
庄
園
」
の
は
じ
め
に
見
え
る
沢さ

わ
ら
ぎ

良
宜

村
は
『
目
録
』
に
記
さ
れ
た
近
衛
家
領
で
は
な
く
、
左
衛
門
尉
源
師
行
領
か
ら
山
城
国

珍
皇
寺
敷
地
内
の
田
畠
と
交
換
し
て
珍
皇
寺
領
と
な
っ
た
荘
園
で
あ
る
。

　

茨
木
市
域
の
『
目
録
』
記
載
の
摂
関
家
領
と
し
て
「
庄
務
本
所
進
退
処
々
」
の
福
井

庄
（
茨
木
市
東
福
井
・
西
福
井
・
南
安
威
ほ
か
）
が
あ
る
。「
庄
務
本
所
進
退
処
々
」

と
は
荘
務
権
を
持
つ
領
家
が
別
に
あ
る
荘
園
で
、
福
井
荘
は
近
衛
家
が
一
定
の
得
分
権

を
持
ち
、
藤
原
氏
が
春
日
社
参
詣
の
際
に
供
奉
人
の
食
事
費
の
た
め
の
屯と

ん

食じ
き

を
負
担
し

た
。
後
に
一
部
の
得
分
が
興
福
寺
へ
移
さ
れ
た
。「
庄
務
本
所
進
退
処
々
」
の
沢
良
宜

庄
（
茨
木
市
沢
良
宜
付
近
、
前
述
の
珍
皇
寺
領
沢
良
宜
村
と
は
別
）
も
、
後
に
興
福
寺

大
乗
院
が
管
掌
し
、
仏
聖
会
料
・
慈
恩
会
・
春
日
御
八
講
の
費
用
を
負
担
し
た
。

　

千
里
丘
陵
を
境
に
東
西
に
分
け
ら
れ
た
垂
水
牧
の
内
、
垂
水
東
牧
が
茨
木
市
域
に
属

す
る
。『
目
録
』
で
は
「
年
貢
寄
神
社
仏
寺
所
々
」
に
分
類
さ
れ
た
地
で
、
十
二
世
紀

前
半
に
年
貢
だ
け
は
春
日
社
へ
寄
進
さ
れ
、
雑
事
・
雑
役
は
摂
関
家
（
近
衛
）
に
残
さ

れ
た
た
め
、
近
衛
家
の
直
接
支
配
が
比
較
的
遅
く
ま
で
続
け
ら
れ
た
と
推
定
す
る
。

　

第
二
節
「
鎌
倉
時
代
の
茨
木
」
で
も
東
牧
を
取
り
上
げ
、
平
安
時
代
末
の
永
暦
元
年

（
一
一
六
〇
）
の
東
牧
寄
人
の
申
文
掲
載
の
訴
訟
事
件
（『
平
安
遺
文
』
三
一
一
七
）
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
事
件
を
例
に
東
牧
の
構
造
と
し
て
、
本
所
直
属
の
名
田
と
他

家
に
分
与
さ
れ
た
名
田
の
存
在
を
指
摘
し
、
京
都
の
貴
族
の
都
市
生
活
を
支
え
た
と
す

る
。
こ
の
訴
訟
事
件
は
『
箕
面
市
史
』
も
述
べ
て
い
る
。

　

摂
津
市
史　

昭
和
52
年
刊

　

摂
津
市
市
域
に
は
『
目
録
』
に
記
さ
れ
た
近
衛
家
領
は
存
在
し
な
い
が
、
第
四
章

「
中
世
の
摂
津
市
域
」
第
一
節
「
鎌
倉
時
代
の
摂
津
市
域
」
に
は
、
春
日
若
宮
の
神
主

中
臣
祐
賢
の
日
記
『
中
臣
祐
賢
記
』
記
載
の
摂
津
国
住
人
茂
忠
法
師
の
刃
傷
沙
汰
事
件

を
紹
介
す
る
。
こ
の
事
件
は
、
摂
津
国
豊
島
郡
長
興
寺
（
豊
中
市
長
興
寺
）
で
茂
忠
法

師
が
春
日
神
人
を
刃
傷
し
、
報
復
の
た
め
春
日
社
の
南
郷
・
北
郷
・
若
宮
の
三
方
神
人

が
味ま

舌し
た

（
摂
津
市
）
を
襲
い
、
茂
忠
法
師
は
逃
走
、
茂
忠
の
四
軒
（
西
牧
三
軒
・
味
舌

一
軒
）
の
家
が
焼
失
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
『
中
臣
祐
賢
記
』
か
ら
榎
坂
郷
（
吹
田
市

江
坂
）
の
郷
民
が
神
供
米
を
不
納
し
て
春
日
社
神
人
三
十
人
に
打
擲
刃
傷
を
与
え
、
本

所
の
近
衛
家
の
使
者
に
も
危
害
を
加
え
る
な
ど
、
市
域
外
の
近
衛
家
領
関
連
の
反
抗
事

件
を
紹
介
す
る
。

　

第
二
節
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
摂
津
市
域
」
に
は
、
土
豪
・
国
人
衆
の
荘
園
侵
略

の
姿
と
し
て
、『
今
西
家
文
書
』
に
よ
り
、
摂
津
市
域
の
土
豪
三
宅
氏
が
、
応
仁
・
文

明
の
乱
ご
ろ
か
ら
垂
水
西
牧
を
始
め
、
穂
積
村
・
小
曽
根
・
服
部
へ
進
出
す
る
状
況
を

紹
介
す
る
。

　

大
阪
府
史　

二
巻　

平
成
２
年
刊
、
三
巻　

昭
和
54
年
刊

　

近
衛
家
の
荘
園
は
第
二
巻
・
第
三
巻
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
巻
は
、
古
代

編
Ⅱ
、
第
三
章
「
平
安
時
代
の
大
阪
」
第
十
節
「
摂
河
泉
の
荘
園
と
公
領
」、
第
三
巻

は
、
中
世
編
Ⅰ
、
第
二
章
「
荘
園
の
動
向
」
第
三
節
「
摂
関
家
領
の
動
向
」
２
「
近
衛

家
の
荘
園
」、
第
四
節
「
社
領
の
発
達
」
２
「
春
日
社
領
垂
水
西
牧
の
動
向　

付
、
垂

水
東
牧
」
に
あ
る
。

　

ま
ず
第
二
巻
で
は
大
阪
府
下
の
荘
園
を
個
別
に
説
明
し
、『
目
録
』
記
載
の
近
衛
家

領
で
は
、
摂
津
国
の
垂
水
東
牧
・
垂
水
西
牧
・
椋
橋
・
榎
並
・
放
出
、
河
内
国
の
坂さ

か

門と

牧
、
和
泉
国
の
御み

櫛く
し

造づ
く
り・
信し

ん

達だ
ち

の
各
家
領
を
取
り
あ
げ
、
大
番
領
と
し
て
味
舌
荘
を
取

り
上
げ
る
。

　

摂
津
の
垂
水
東
西
牧
に
つ
い
て
は
他
の
荘
園
と
錯
綜
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

る
が
、
錯
綜
関
係
を
文
献
史
料
だ
け
で
な
く
、
出
土
遺
物
を
揚
げ
て
説
明
し
て
い
る
の

は
、
他
の
自
治
体
史
で
は
見
ら
れ
な
い
説
明
で
あ
る
。

　

承
久
の
乱
の
一
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
荘
園
、
椋
橋
荘
は
、
摂
関
家
領
の
荘
園
と
は

別
の
王
家
領
荘
園
で
、
椋
橋
東
荘
の
北
部
に
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
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榎
並
荘
は
『
目
録
』
に
京
極
殿
領
内
と
あ
り
、
京
極
殿
は
藤
原
道
長
の
孫
師
実
で
、

師
実
の
時
代
、
す
な
わ
ち
平
安
時
代
後
期
に
は
支
配
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
榎
並
荘
か

ら
分
離
し
た
放
出
村
は
ハ
ナ
チ
デ
と
読
ま
れ
、
ハ
ナ
チ
デ
は
寝
殿
造
り
の
離
れ
の
意
味

で
、
藤
原
摂
関
家
の
別
荘
が
あ
っ
た
地
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
、
近
衛
家
が
本
所
で
預

所
と
し
て
高
階
家
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　

和
泉
国
に
は
今
泉
荘
・
近こ

ぎ木
郷
（
近
衛
殿
御
櫛
造
）・
信
達
荘
が
あ
っ
た
。
信
達
荘

は
師
実
の
孫
の
忠
実
娘
高か

や
の
い
ん

陽
院
泰
子
を
経
て
近
衛
家
に
伝
来
し
た
家
領
と
す
る
。

　

第
三
巻
で
は
第
一
章
第
四
節
で
垂
水
牧
・
榎
坂
の
悪
党
に
触
れ
、
同
章
第
五
節
で
は

近
木
郷
を
紹
介
す
る
中
で
、『
目
録
』
記
載
の
「
御

和
泉
国

櫛
造
」
に
も
触
れ
る
が
、
近
衛
家

領
の
説
明
の
中
心
は
、
次
に
あ
げ
る
第
二
章
第
三
節
２
「
近
衛
家
の
荘
園
」
で
あ
る
。

『
目
録
』
記
載
の
摂
津
の
、
そ
れ
も
大
阪
府
下
の
近
衛
家
領
を
表
に
あ
げ
「
近
衛
家
の

荘
園
」（
表
50
）
と
し
て
整
理
し
、
家
領
を
「
一
族
関
係
者
支
配
」「
本
所
支
配
」
の
支

配
別
に
分
類
す
る
。
次
い
で
個
別
家
領
の
現
在
地
を
見
て
、
榎
並
・
沢
良
宜
・
椋
橋
・

福
井
・
八は

多た

・
細
河
・
今
泉
・
信
達
・
御
櫛
造
の
伝
領
を
述
べ
る
。

　

八
多
荘
は
池
田
市
畑
町
付
近
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
地
で
、『
目
録
』
に
よ
る
と

冷
泉
宮
領
で
あ
っ
た
。
冷
泉
宮
は
三
条
天
皇
の
皇
女
儇
子
で
、
藤
原
信
家
と
の
間
に
で

き
た
娘
が
師
実
の
妻
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
儇
子
の
領
は
近
衛
家
へ
伝
領
さ
れ
た
。
細

河
荘
は
池
田
市
の
五
月
山
の
北
側
に
あ
り
、
関
白
忠
実
か
ら
近
衛
家
へ
相
伝
さ
れ
た
。

現
在
、
細
川
の
地
名
は
な
く
、
中
学
校
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　

第
二
巻
第
二
章
第
四
節
の
２
「
春
日
社
領
垂
水
西
牧
の
動
向　

付
、
垂
水
東
牧
」
に

は
、『
今
西
家
文
書
』
の
う
ち
、
西
牧
の
検
注
帳
「
春
日
御
社
垂
水
西
御
牧
榎
坂
郷
文

治
五
年
御
検
注
加
納
田
畠
取
帳
」（
以
下
「
検
注
帳
」）
を
用
い
て
垂
水
牧
を
分
析
す

る
。「
検
注
帳
」
は
春
日
社
が
他
領
と
交
錯
し
た
西
牧
の
地
を
把
握
す
る
た
め
国
衙
に

依
頼
し
て
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
榎
坂
郷
に
は
二
十
六
の
領
主
が
存
在
し
、
所

領
の
構
造
は
「
名み

ょ
う」

が
支
配
収
取
の
単
位
で
あ
り
、
存
在
形
態
は
一
町
未
満
の
百
姓
名

は
一
ヶ
村
に
散
在
す
る
が
、
大
き
な
名
や
領
主
名
は
数
ヶ
村
に
ま
た
が
っ
て
散
在
し
、

そ
の
中
で
名
田
が
集
中
し
て
存
在
す
る
村
に
名
の
屋
敷
（
西
牧
の
北
部
山
麓
）
が
分
布

す
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
粟
生
村
を
例
に
、
所
当
米
は
国
衙
、
雑
役
と
し
て
の
炭
・

焼
米
を
摂
関
家
へ
、
後
に
は
春
日
社
へ
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説
明
す
る
。

　

近
衛
家
の
東
牧
支
配
は
年
預
に
支
配
収
取
を
さ
せ
、
年
貢
は
春
日
社
の
神
供
料
に
宛

て
て
い
た
。
し
か
し
近
衛
家
は
源
平
合
戦
に
よ
り
遠
国
の
荘
園
を
失
っ
た
分
、
収
入
減

を
垂
水
牧
で
補
充
し
よ
う
と
支
配
を
強
化
し
た
た
め
、
在
地
で
は
近
衛
家
を
好
ま
ず
、

春
日
社
の
支
配
を
望
ん
だ
。
さ
ら
に
出
来
つ
つ
あ
っ
た
住
民
の
共
同
体
意
識
が
負
担
の

軽
減
を
求
め
、
神
役
の
春
日
社
を
望
ん
だ
。
一
方
春
日
社
で
は
、
東
西
牧
と
も
領
域
内

に
春
日
社
を
分
祀
し
、
住
民
の
有
力
者
を
神
人
と
し
、
春
日
社
の
地
方
組
織
と
し
て
組

み
込
み
、
組
織
強
化
を
図
っ
た
と
す
る
。

　

新
修
大
阪
市
史　

昭
和
63
年
刊

　

近
衛
家
領
に
関
し
て
は
第
二
巻
第
二
章
「
鎌
倉
時
代
の
大
阪
」
第
二
節
「
中
世
前
期

の
荘
園
と
公
領
」
３
「
摂
津
東
成
郡
の
荘
園
と
公
領
」
に
、
大
阪
市
内
に
あ
っ
た
『
目

録
』
掲
載
の
近
衛
家
領
と
し
て
、
榎
並
荘
と
放
出
村
を
あ
げ
る
。

　

ま
ず
榎
並
荘
の
荘
域
は
、
旭
区
・
都
島
区
・
城
東
区
北
部
・
鶴
見
区
一
部
に
あ
っ
た

と
推
定
す
る
。
平
安
時
代
に
榎
並
荘
を
め
ぐ
っ
て
太
政
大
臣
藤
原
信
長
と
信
濃
守
藤
原

敦
憲
の
間
に
相
論
が
起
こ
り
、
敦
憲
は
信
長
に
対
抗
す
る
た
め
榎
並
荘
を
関
白
藤
原
師

実
に
寄
進
し
た
こ
と
に
よ
り
摂
関
家
領
と
な
っ
た
。
続
い
て
伝
領
の
経
緯
に
触
れ
、
鎌

倉
時
代
中
期
の
十
三
世
紀
中
ご
ろ
、
河
内
守
護
三
浦
泰
村
の
榎
並
荘
押
領
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
榎
並
下
荘
が
東
方
と
西
方
に
分
け
ら
れ
、
東
方
に
は
鎌
倉
末
期
、
東
国
御
家

人
城
三
郎
の
所
領
形
成
が
認
め
ら
れ
、
本
家
・
領
家
の
近
衛
家
と
地
頭
の
城
三
郎
に
よ

る
下
地
中
分
の
分
割
が
あ
り
、
近
衛
家
支
配
の
後
退
を
招
い
た
と
推
定
す
る
。
室
町
時

代
に
入
る
と
榎
並
下
荘
は
京
都
北
野
神
社
の
別
当
職
で
あ
る
曼
殊
院
門
跡
に
寄
進
さ
れ

近
衛
家
の
手
を
離
れ
た
。

　

放
出
村
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
『
大
阪
府
史
』
と
同
様
、
ハ
ナ
テ
ン
と
発
音
す
る
理

由
を
述
べ
る
。
ま
た
放
出
荘
と
呼
ば
ず
放
出
村
と
す
る
の
は
、
放
出
村
は
摂
関
家
の
荘

園
で
あ
っ
た
榎
並
荘
に
附
属
す
る
隣
接
小
所
領
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
も
と
も
と
国
衙
領

放
出
村
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
摂
関
家
の
別
荘
と
附
属
す
る
田
畠
所
領
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
放
出
ま
た
は
放
出
村
と
呼
称
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
南
北
朝
時
代
、

家
長
で
あ
っ
た
近
衛
経
忠
が
後
醍
醐
天
皇
に
荷
担
し
て
京
都
を
出
奔
、
従
兄
弟
の
近
衛

基
嗣
が
北
朝
で
関
白
に
つ
き
、
近
衛
家
内
に
波
乱
が
あ
っ
た
た
め
、
建
武
四
年

（
一
三
三
七
）、
放
出
村
の
円
満
院
領
の
二
町
歩
分
が
不
断
光
院
へ
安
堵
さ
れ
、
以
後
、

不
断
光
院
と
縁
が
あ
っ
た
九
条
家
の
支
配
を
確
認
す
る
。
戦
国
期
、
放
出
村
の
史
料
と

し
て
近
衛
政
家
の
『
雑
事
要
録
』
が
わ
ず
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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吹
田
市
史　

平
成
２
年
刊

　

近
衛
家
領
に
関
す
る
記
述
は
、
第
一
巻
第
四
章
「
古
代
の
吹
田
」
第
三
節
「
王
朝
時

代
の
吹
田
地
方
」
一
「
律
令
制
の
衰
退
と
荘
園
の
発
達
」
に
あ
っ
て
、
垂
水
東
・
西
牧

の
概
要
か
ら
摂
関
家
領
と
し
て
成
立
し
た
時
期
の
推
定
を
行
い
、
こ
の
説
明
を
基
に
吹

田
地
方
の
荘
園
成
立
の
特
徴
を
捉
え
る
。
第
五
章
「
中
世
前
期
の
吹
田
」
第
一
節
「
荘

園
の
発
達
」
一
「
新
た
な
所
領
荘
園
の
形
成
」
で
は
、『
今
西
家
文
書
』「
垂
水
西
牧
榎

坂
郷
田
畠
取
帳
」
に
よ
り
旧
榎
坂
郷
の
入
り
組
ん
だ
所
領
構
成
を
概
説
す
る
。
二
「
荘

園
の
発
達
と
諸
問
題
」
で
は
、
垂
水
牧
が
拡
大
さ
れ
る
に
従
い
、
国
衙
と
の
紛
争
や
東

寺
領
垂
水
荘
の
境
界
争
い
を
取
り
上
げ
、
平
安
末
期
に
摂
関
家
領
の
垂
水
東
・
西
牧
が

斜
陽
化
す
る
原
因
を
探
っ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
白
河
法
皇
と
関
白
藤
原
忠
実
の
不

和
、
牧
内
の
土
豪
や
住
民
の
対
立
と
離
反
を
あ
げ
る
。
法
皇
と
忠
実
の
不
和
に
端
を
発

し
、
忠
実
の
氏
神
に
祈
念
す
る
心
情
が
東
牧
を
春
日
社
へ
寄
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と

し
、
そ
の
時
期
を
平
安
時
代
後
期
、
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
正
月
と
す
る
。
土
豪
や

住
民
の
対
立
離
反
の
原
因
を
現
在
の
岸
辺
東
部
の
熊
里
用
水
池
で
あ
っ
た
竹
池
灌
水
争

奪
を
あ
げ
、
灌
水
争
奪
が
東
牧
の
土
豪
層
の
在
地
領
主
化
へ
と
進
展
し
、
摂
関
家
が
衰

退
し
、
春
日
社
や
興
福
寺
が
進
出
し
た
と
説
く
。

　

第
三
節
「
荘
園
支
配
の
二
側
面
と
京
紳
の
遊
行
」
で
は
、
衰
退
す
る
支
配
権
の
回
復

に
務
め
る
春
日
社
の
姿
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
阪
府
史
』
で
も
説
明
に
使

わ
れ
た
「
春
日
御
社
垂
水
西
御
牧
榎
坂
郷
文
治
五
年
御
検
注
加
納
田
畠
取
帳
」（『
吹
田

市
史
』
で
は
「
取
帳
」
と
略
称
、『
大
阪
府
史
』
は
「
検
注
帳
」
と
略
称
）
は
院
庁
の

指
令
で
国
衙
が
作
成
し
た
も
の
に
基
づ
き
、
春
日
社
が
在
地
の
支
配
権
を
強
化
す
る
目

的
で
作
成
し
て
社
領
を
明
確
に
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
春
日
社
は
領
内
に
春
日
社
の
末

社
を
分
祀
し
有
力
農
民
を
神
人
化
し
て
支
配
を
押
し
進
め
た
。
し
か
し
西
牧
で
は
、
以

前
か
ら
支
配
の
仕
方
に
本
所
で
あ
る
近
衛
家
と
領
家
で
あ
る
春
日
社
及
び
興
福
寺
と
の

間
に
矛
盾
が
生
じ
、
柔
軟
策
を
と
る
近
衛
家
と
強
攻
策
を
と
る
春
日
社
・
興
福
寺
に
は

年
代
が
下
が
る
ほ
ど
対
立
は
深
ま
り
、
そ
れ
を
知
っ
た
在
地
で
は
年
貢
や
公
事
の
軽
減

を
求
め
て
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
る
。
結
果
、
近
衛
家
の
柔
軟
策
に
従
い
、
近
衛
家
の
御

教
書
に
よ
り
和
解
、
問
題
解
決
の
た
め
村
請
制
が
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。

　

新
修
池
田
市
史　

平
成
９
年
刊

　
『
目
録
』
記
載
の
池
田
市
内
の
近
衛
家
領
に
は
細
川
荘
と
八
多
荘
が
あ
る
。
ま
ず
第

五
章
第
二
節
４
「
荘
園
公
領
制
」
で
、
広
く
摂
津
の
近
衛
家
の
荘
園
の
構
造
・
成
立
の

説
明
の
た
め
、
垂
水
西
牧
と
椋
橋
荘
を
取
り
上
げ
る
が
、
い
ず
れ
も
池
田
市
内
の
荘
園

で
は
な
い
。
た
だ
椋
橋
荘
は
第
七
章
第
一
節
２
「
承
久
の
乱
と
池
田
地
方
」
で
は
長
江

荘
と
倉
橋
（
椋
橋
）
荘
が
地
頭
職
補
任
問
題
で
承
久
の
乱
の
原
因
と
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
両
荘
が
神
崎
川
と
猪
名
川
の
合
流
地
付
近
に
存
在
し
、
水
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

荘
園
で
、
桧
物
を
交
易
し
た
商
人
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。

　

細
川
荘
は
第
七
章
第
一
節
３
「
荘
園
村
落
の
展
開
」
で
触
れ
、
細
川
荘
は
近
衛
家
が

鷹
司
家
と
分
家
し
た
際
、
鷹
司
家
へ
伝
領
さ
れ
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
四
月
に
は

鷹
司
兼
平
が
息
子
の
基
忠
と
兼
忠
兄
弟
へ
分
配
し
た
文
保
年
間
（
一
三
一
七
〜
一
九
）

と
な
っ
て
勘
解
由
小
路
兼
仲
が
預
所
に
補
任
さ
れ
て
代
々
相
伝
さ
れ
た
。
し
か
し
領
家

は
鷹
司
家
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
後
、
細
川
荘
は
、
同
じ
近
衛
家
領
で
河
辺
郡
（
兵
庫

県
）
に
あ
っ
た
請
所
型
荘
園
の
多
田
荘
の
加
納
分
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
く
と
す

る
。
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
九
月
、
勘
解
由
小
路
兼
綱
は
国
衙
や
住
吉
社
を
北
朝
へ

訴
え
る
。
こ
の
訴
え
を
契
機
に
勘
解
由
小
路
家
で
は
支
配
権
を
失
い
、
康
正
二
年

（
一
四
五
六
）
ご
ろ
、
三
条
公
綱
が
請
所
と
な
り
、
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
八
月
に

は
本
家
職
分
が
池
田
充
政
と
契
約
さ
れ
、
池
田
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

二
三
頁
の
第
１
表
「
摂
河
泉
の
近
衛
家
領
」
は
右
に
見
た
大
阪
府
下
の
自
治
体
史
の

刊
行
順
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
『
貝
塚
市
史
』『
柏
原
市
史
』『
高
槻
市
史
』

『
泉
南
市
史
』
を
揚
げ
た
が
、「
△
」
印
を
付
し
て
欄
外
の
注
４
で
示
し
た
よ
う
に
『
目

録
』
を
参
照
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
使
用
史
料
を
明
記
し
て
い
な
い
の
で
紹
介
は

割
愛
し
た
。

　

以
上
、
近
衛
家
領
を
論
じ
る
自
治
体
史
を
見
た
が
、『
目
録
』
に
は
算
用
が
記
さ
れ

て
な
い
た
め
、
近
衛
家
領
（
当
時
は
摂
関
家
領
）
の
伝
領
形
態
や
支
配
構
造
の
研
究
対

象
と
な
る
が
、
年
間
の
収
入
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
各
自
治
体
史
は
『
勝
尾
寺
文
書
』

『
今
西
家
文
書
』『
春
日
神
社
文
書
』
な
ど
を
用
い
、
支
配
状
況
・
農
民
闘
争
・
年
貢
徴

収
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
ま
た
市
域
に
近
衛
家
領

を
持
た
な
い
自
治
体
史
も
国
人
衆
の
他
地
域
の
近
衛
家
領
へ
の
侵
入
な
ど
に
関
連
さ
せ

て
記
述
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
自
治
体
史
が
発
刊
さ
れ
た
と
き
、
ま
だ
『
雑
事
要
録
』
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は
十
分
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、『
摂
津
市
史
』『
吹
田
市
史
』
で
は
『
雑
事
要

録
』
を
史
料
編
に
掲
載
す
る
程
度
で
、『
新
修
大
阪
市
史
』
に
い
た
っ
て
や
っ
と
放
出

村
の
史
料
と
し
て
論
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
三
節
で
『
目
録
』
に
記
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
近
衛
家
の
家
領
が
、
戦
国
期
に
は
ど

の
よ
う
に
存
続
し
、
変
化
し
た
か
、『
雑
事
要
録
』
を
用
い
て
見
る
こ
と
と
す
る
が
、

そ
の
前
に
第
二
節
で
近
衛
家
と
摂
津
守
護
細
川
氏
と
の
交
流
を
眺
め
て
お
き
た
い
。

二
．
細
川
氏
支
配
下
の
摂
津

　

次
に
近
衛
政
家
が
記
し
た
『
雑
事
要
録
』
を
中
心
に
戦
国
期
の
摂
津
の
近
衛
家
領
を

考
察
す
る
。『
雑
事
要
録
』
を
中
心
に
す
る
理
由
は
、『
雑
事
要
録
』
は
『
雑
々
記
』
な

ど
に
比
べ
、
記
録
量
が
多
く
、
か
な
り
の
情
報
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

『
雑
々
記
』
は
房
嗣
の
料
所
、
近
江
の
信
楽
郷
・
越
前
の
宇
坂
荘
が
中
心
と
な
っ
て
い

て
、
第
１
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
『
雑
々
記
』
に
は
摂
津
の
荘
園
の
記
載
は
な
い
。

　

ま
ず
摂
津
を
取
り
巻
く
状
況
、
守
護
の
細
川
政
元
の
動
向
、
近
衛
家
の
対
応
な
ど
を

眺
め
て
お
き
た
い
。

　

細
川
政
元
は
細
川
勝
元
の
子
で
、
勝
元
が
応
仁
の
乱
の
最
中
、
文
明
五
年

（
一
四
七
三
）
五
月
五
日
に
没
す
る
と
す
ぐ
、
管
領
職
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
摂
津
・
丹

波
・
讃
岐
・
土
佐
の
守
護
職
も
継
承
し
た
。
後
、
二
十
八
歳
の
時
に
起
こ
し
た
明
応
の

政
変
は
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
四
月
二
十
二
日
、
河
内
へ
出
陣
中
の
将
軍
足
利
義

材
に
背
い
て
政
元
が
足
利
義
澄
を
擁
立
し
た
事
件
で
あ
る
。
他
の
管
領
、
斯
波
氏
・
畠

山
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
督
相
続
に
起
因
し
た
応
仁
の
乱
の
中
、
細
川
氏
だ
け
が
安
泰
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
契
機
に
政
元
政
権
は
確
立
す
る
。
明
応
の
政
変
後
の
事
後
処
理
を
終

え
て
後
、
政
権
の
地
盤
を
固
め
、
ま
た
守
護
と
し
て
の
政
元
の
動
向
を
、
少
し
粗
い
が

主
な
も
の
を
『
史
料
綜
覧
』
か
ら
拾
う
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

明 

応
三
年
十
一
月
十
一
日
条　

摂
津
守
護
細
川
政
元
、
旧
に
依
り
、
同
国
多
田
院

に
、
多
田
荘
七
郷
の
地
を
寄
進
す
、

　
　

明
応
四
年
三
月
十
三
日
条　

細
川
政
元
、
摂
津
に
赴
く
、
尋
で
、
帰
京
す
、

　
　

明 

応
四
年
七
月
二
十
三
日
条　

細
川
政
元
、
摂
津
・
丹
波
の
寺
社
本
所
領
を
収
め

て
、
軍
資
に
充
つ
、
是
日
、
幕
府
を
し
て
之
を
止
め
し
む
、

　
　

明
応
四
年
七
月
二
十
八
日
条　

細
川
政
元
、
丹
波
に
赴
く
、

　
　

明 

応
四
年
八
月
二
十
六
日
条　

丹
波
守
護
細
川
政
元
、
内
藤
則
繁
を
守
護
代
と
為

し
、
是
日
、
政
元
、
京
都
に
還
る
、

　
　

明
応
四
年
十
月
二
十
八
日
条　

細
川
政
元
、
兵
庫
に
到
る
、

　
　

明 

応
四
年
十
一
月
二
十
一
日
条　

摂
津
守
護
細
川
政
元
、
摂
津
よ
り
京
都
に
還

る
、

　
　

明
応
五
年
閏
二
月
十
七
日
条　

摂
津
守
護
細
川
政
元
、
摂
津
に
之
く
、

　
　

明 

応
五
年
八
月
二
十
三
日
条　

細
川
政
元
の
軍
、
遊
佐
弥
六
左
衛
門
を
撃
ち
て
、

之
を
破
る
、

　
　

明 

応
六
年
八
月
五
日
条　

丹
波
守
護
細
川
政
元
、
長
尾
忠
三
左
衛
門
を
し
て
、
其

所
領
を
安
堵
せ
し
む
、

　
　

明
応
六
年
八
月
十
四
日
条　

細
川
政
元
、
幕
府
に
候
す
、

　
　

明
応
六
年
十
月
二
十
六
日
条　

細
川
政
元
、
丹
波
に
赴
く
、
尋
で
帰
京
す
、

　
　

明 

応
六
年
十
二
月
三
十
日
条　

細
川
政
元
、
多
田
又
三
郎
を
し
て
、
其
所
領
を
安

堵
せ
し
む
、

　

以
上
、『
史
料
綜
覧
』
か
ら
、
明
応
の
政
変
後
の
摂
津
守
護
細
川
政
元
の
動
向
を
見

た
。
こ
れ
ら
の
綱
文
の
大
半
は
『
後
法
興
院
記
』『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
典
拠
と

し
て
い
る
。
近
衛
家
も
興
福
寺
も
摂
津
に
家
領
や
寺
領
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
摂
津
守

護
政
元
へ
の
関
心
が
高
い
。
た
だ
明
応
四
年
七
月
二
十
三
日
条
は
『
後
法
興
院
記
』
だ

け
で
な
く
、『
御
湯
殿
上
日
記
』『
実
隆
公
記
』『
親
長
卿
記
』
か
ら
も
引
用
さ
れ
て
い

る
。
摂
津
・
丹
波
に
関
わ
る
寺
社
本
所
領
だ
け
に
京
都
の
公
家
に
と
っ
て
は
関
心
が
高

い
。『
史
料
綜
覧
』
の
綱
文
だ
け
で
な
く
、
も
う
少
し
こ
の
事
件
の
推
移
を
見
て
お
き

た
い
。

　

事
件
は
明
応
四
年
七
月
十
七
日
に
起
こ
っ
た
。
事
が
重
大
な
だ
け
に
『
御
湯
殿
上
日

記
』『
後
法
興
院
記
』『
実
隆
公
記
』『
親
長
卿
記
』
に
も
見
え
、
中
で
も
『
後
法
興
院

記
』
の
記
事
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。

　
『
後
法
興
院
記
』
に
よ
れ
ば
、
夕
方
、
大
宮
時
元
が
近
衛
邸
を
訪
れ
、
白
川
忠
冨
か

ら
内
々
に
聞
い
た
こ
と
を
伝
え
た
。
内
容
は
、
西
国
衆
の
上
洛
に
備
え
て
摂
津
・
丹
波

の
寺
社
本
所
領
を
細
川
政
元
の
兵
粮
料
所
と
し
て
知
行
（
寺
社
本
所
領
の
収
奪
）
で
き

る
よ
う
将
軍
足
利
義
澄
に
申
し
入
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
西
国
衆
上
洛
の
沙
汰
と
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は
、
前
月
の
二
十
四
日
、
前
将
軍
足
利
義
材
の
越
中
か
ら
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
、

「
西
国
之
面
々
上
洛
必
定
」
と
あ
り
、
そ
の
時
、
公
家
た
ち
、
特
に
近
衛
家
が
義
材
に

内
通
し
て
い
る
と
噂
さ
れ
た
。
政
家
は
驚
い
て
否
定
し
た

З

。
忠
富
は
話
し
を
続
け
、
公

家
た
ち
は
急
い
で
参
内
し
、
幕
府
の
決
定
が
な
さ
れ
な
い
前
に
、
政
元
の
兵
粮
料
所
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
後
土
御
門
天
皇
か
ら
仰
せ
出
さ
れ
る
よ
う
に
願
い
入
れ
よ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
花
山
院
政
長
や
そ
の
他
の
近
臣
た
ち
は
今
夜
参
内
す
る
と
の
こ
と
で
、

政
家
も
必
ず
参
内
す
る
よ
う
に
伝
え
た
。
忠
富
は
一
条
冬
良
へ
も
政
家
の
参
内
を
伝
え

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
政
家
は
大
宮
時
元
に
冬
良
と
の
同
道
を
伝
え
に
行
か
せ

た
。
参
内
途
中
に
冬
良
を
伴
っ
て
参
内
し
、
天
皇
に
対
面
し
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
明
日

勅
使
を
立
て
る
と
の
仰
せ
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
『
御
湯
殿
上
日
記
』『
実
隆
公
記
』

『
親
長
卿
記
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
夫（

天
カ
）か
の
き
に
つ
き
て
」「
勘
落
」「
可
没
所
」
な
ど

の
言
葉
が
使
用
さ
れ
、
事
の
重
大
さ
と
驚
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

翌
日
の
七
月
十
八
日
、
足
利
義
澄
と
細
川
政
元
の
許
へ
勅
使
と
し
て
武
家
伝
奏
の
勧

修
寺
教
秀
が
立
て
ら
れ
た
。
評
定
の
結
果
、
伊
勢
貞
宗
の
具
申
も
あ
り
、
所
領
の
収
奪

は
延
引
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
も
し
義
澄
・
政
元
と
も
承
引
が
な
け
れ
ば
、
再
度
使

者
を
立
て
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
隆
は
評
定
の
結
果
が
心
配
で
、
経
緯
を
記
す
書
状
を

教
秀
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る

И

。
二
十
日
に
は
忠
富
が
実
隆
邸
を
訪
れ
、
摂
津
・
丹
波
の

寺
社
本
所
領
の
こ
と
は
今
日
中
に
天
皇
よ
り
将
軍
に
仰
せ
が
あ
り
、
明
日
、
政
元
に
伝

え
ら
れ
る
と
い
う

КУ

。
二
十
一
日
に
は
武
家
伝
奏
の
教
秀
を
通
じ
て
勅
書
が
出
さ
れ
、

二
十
三
日
に
は
「
お
さ
え
の
こ
と
に
つ
き
て
」
義
澄
へ
勅
筆
が
親
長
・
教
秀
・
忠
富
の

手
で
届
け
ら
れ
た
が
、
義
澄
か
ら
も
政
元
か
ら
も
は
っ
き
り
し
た
返
答
が
な
く
、
忠
富

か
ら
は
重
ね
て
申
す
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た

КФ

。
二
十
五
日
に
な
っ
て
も
義
澄

か
ら
の
返
事
は
蒙
気
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま
ま
に
さ
れ

КХ

、
二
十
六
日
に
催
促
が
行
わ
れ

た

КЦ

。
催
促
し
た
結
果
、
二
十
七
日
に
な
っ
て
忠
富
か
ら
、
や
っ
と
義
澄
が
「
寺
社
本
所

領
事
」
に
問
答
を
加
え
、
違
乱
の
煩
い
は
な
い
と
い
う
返
事
を
得
た
。
政
家
は
日
記
に

「
珍
重
之
由
」
と
記
し
た

КЧ

。
翌
日
の
二
十
八
日
、
政
元
は
丹
波
へ
下
向
し
た

КШ

。

　

細
川
政
元
の
政
治
的
動
向
を
一
瞥
し
た
。
禁
裏
や
公
家
に
対
し
て
政
元
は
高
圧
的
で

あ
る
。
し
か
し
次
の
細
川
氏
を
担
う
高
国
に
な
る
と
緩
和
さ
れ
、
友
好
的
と
な
る
。
そ

の
変
化
は
す
で
に
明
応
の
政
変
以
後
、
近
衛
家
を
訪
れ
る
細
川
氏
一
族
や
被
官
に
変
化

が
見
ら
れ
る
。『
後
法
興
院
記
』
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

細
川
氏
一
族
の
者
で
明
応
の
政
変
前
に
近
衛
家
を
訪
れ
る
初
見
は
細
川
政
誠
で
、
文

明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
正
月
十
六
日
、
年
始
の
挨
拶
で
あ
る
。
こ
の
時
、
政
誠
は
治

部
少
輔
、
以
後
、
近
衛
家
の
花
見
に
参
加
（
延
徳
四
年
三

月
五
日
条　

）、
明
応
の
政
変
の
少
し
前
に
官
途

は
伊
豆
守
と
な
る
。
続
い
て
近
衛
家
を
訪
問
し
和
漢
会
（
明
応
二
年
二

月
三
日
条　

）
に
参
加
、
政
変
後

も
蹴
鞠
（
明
応
三
年
二

月
七
日
条　

）
に
参
加
し
、
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
正
月
十
日
ま
で
毎
年
の
よ

う
に
年
末
年
始
の
挨
拶
は
欠
か
し
て
い
な
い
。
政
誠
と
同
時
期
の
細
川
氏
被
官
で
は
、

斎
藤
元
右
・
四
宮
長
能
・
鴨
井
安
芸
・
鴨
井
三
郎
右
衛
門
・
長
塩
元
親
が
来
訪
し
、
元

右
・
長
能
は
蹴
鞠
へ
参
加
（
延
徳
四
年
四
月
二
十
八
日
・
明
応
元
年
十
月
八

日
・
同
二
十
八
日
・
同
二
年
三
月
七
日
各
条　

）、
鴨
井
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
右
馬
頭

の
使
者
と
し
て
訪
れ
て
お
り
（
文
明
十
六
年
十
一
月
十
六
日
条
・

文
明
十
七
年
十
一
月
十
四
日
条

）、
元
親
は
年
始
挨
拶
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
そ
れ
が
政
変
以
後
、
目
に
見
え
て
細
川
氏
一
族
及
び
そ
の
被
官
が
近
衛
家
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
。
主
な
訪
問
記
事
の
最
初
と
最
後
を
挙
げ
（
そ
の
間
、
毎
日
の
来
訪
で

は
な
い
）、
必
要
に
応
じ
て
主
な
訪
問
目
的
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
な
お
、
人
名
は
記

述
ど
お
り
挙
げ
、
実
名
が
判
る
範
囲
で
補
注
を
付
す
。

　

細
川
氏
一
族

　
　
明
応
三
年
五
月
二
十
七
日 

細
川
阿
波
守　
鶯
合

　
　
明
応
七
年
三
月
二
十
六
日
〜
明
応
八
年
四
月
二
十
日 

細
川
安（

政
春
・
高
国
）

房
守
父
子　
蹴
鞠
参
加

　
　
文
亀
三
年
十
二
月
七
日
〜
永
正
二
年
正
月
十
九
日 

安
房
守
六
郎
・

細
川
民
部
少
輔（
高
国
）尚
通
娘
入
室
来
賀

　
　
文
亀
三
年
七
月
二
十
三
日
〜
永
正
元
年
十
二
月
二
十
七
日 

治
部
少
輔

КЩ

　

楊
弓
参
加

　
　
明
応
七
年
六
月
十
八
日
〜
永
正
二
年
正
月
二
日 

六
（
細
川
澄
元
）

郎　
楊
弓
・
蹴
鞠
・
短
冊
礼

　
　
永
正
年
二
年
正
月
二
日 

九
（
細
川
澄
之
）
郎　
年
始
挨
拶

　

細
川
氏
被
官
人

　
　
明
応
四
年
八
月
十
日
〜
明
応
八
年
十
二
月
十
一
日 

秋
庭
備（

元
重
）中

守

 

澄
元
出
仕
挨
拶
・
半
済

　
　
明
応
三
年
正
月
二
日
〜
文
亀
四
年
正
月
七
日 

鴨
井
孫
次
郎　
年
末
始
挨
拶

　
　
明
応
三
年
八
月
一
日 

玄
馬
頭
元
治 

近
衛
家
闕
所
屋
の
事

　
　
明
応
六
年
十
月
二
十
一
日
〜
文
亀
三
年
正
月
二
日 

香
西
又（

元
長
）六　

守
護
代
挨
拶
・
蹴
鞠

　
　
明
応
二
年
九
月
七
日
〜
明
応
九
年
四
月
三
日 

斎
藤
々（

元
右
）兵

衛　
蹴
鞠

　
　
明
応
二
年
九
月
七
日
〜
明
応
九
年
四
月
三
日 

四
宮
四（

長
能
）郎　

蹴
鞠

　
　
明
応
二
年
四
月
二
十
五
日
〜
永
正
二
年
正
月
七
日 

長（
元
親
）塩
又
太
郎

КЪ

 

半
済
事
・
挨
拶
・
鞠

　
　
明
応
三
年
五
月
二
十
三
日
〜
明
応
九
年
四
月
三
日 

薬
師
寺
与（

元
一
）一　

蹴
鞠
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さ
ら
に
近
衛
家
当
主
が
尚
通
と
な
る
と
、
細
川
高
国
ほ
か
細
川
氏
一
族
や
被
官
た
ち

が
頻
繁
に
訪
れ
る
。
近
衛
家
の
桜
、
特
に
糸
桜
（
枝
垂
れ
桜
）
は
有
名
で
あ
る

КЫ

。
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
甲
本
や
上
杉
本
な
ど
の
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
に
は
近
衛
家
の
糸
桜

が
描
か
れ
て
い
る
。
公
家
ば
か
り
で
な
く
、
将
軍
や
管
領
も
花
見
を
楽
し
む

КЬ

。
も
ち
ろ

ん
管
領
は
高
国
で
あ
る
。
近
衛
家
で
は
五
山
の
禅
僧
や
連
歌
師
を
招
い
て
『
毛
詩
』
や

『
蒙
求
』
な
ど
の
漢
詩
漢
文
や
『
古
今
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
日
本
古
典
の
講

読
会
・
研
究
会
が
催
さ
れ
た

ЛУ

。
細
川
氏
一
族
や
被
官
た
ち
は
こ
の
講
読
会
・
研
究
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る

ЛФ

。
近
衛
家
の
文
芸
サ
ロ
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
衛
家
で
風

呂
が
焚
か
れ
る
と
、
高
国
や
高
国
の
母
が
風
呂
に
入
り
に
来
る

ЛХ

。
永
正
八
年

（
一
五
一
一
）
九
月
三
十
日
に
は
京
兆
（
細
川
高
国
）・
典
厩
（
細
川
尹
賢
）
た
ち
に

「
風
呂
ア
カ
リ
ニ
余
勧
一
献
」
と
あ
っ
て
、
京
兆
母
儀
や
近
衛
家
の
女
性
た
ち
も
加
わ

っ
て
酒
宴
を
開
い
て
い
る

ЛЦ

。
ち
ょ
う
ど
高
国
た
ち
が
い
っ
た
ん
京
都
を
追
わ
れ
て
丹
波

に
逃
げ
、
再
興
し
て
上
洛
、
敵
の
細
川
澄
元
勢
を
破
っ
た
船
岡
山
の
合
戦
よ
り
一
月
ほ

ど
後
、
戦
場
の
垢
を
落
と
す
風
呂
で
あ
り
祝
い
の
宴
で
あ
る
。

　

さ
て
、
細
川
政
元
の
領
国
、
摂
津
国
の
う
ち
北
摂
地
域
の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
応
仁
の
乱
の
終
結
を
み
る
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
一
月
、
北
摂
地

域
を
本
貫
と
す
る
有
力
な
国
人
、
例
え
ば
現
在
の
高
槻
市
に
は
芥
川
氏
、
茨
木
市
・
吹

田
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
茨
木
氏
・
吹
田
氏
、
摂
津
市
に
は
三
宅
氏
、
池
田
市
に
は
池
田
氏

が
蟠
踞
し
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
思
惑
を
持
っ
て
応
仁
の
乱
に
参
戦
し
て
い
た
。
三
宅

氏
の
場
合
、
東
軍
の
細
川
勝
元
の
守
護
代
、
秋
庭
元
明
の
麾
下
に
属
し
て
い
た
が
、
元

明
に
背
き
西
軍
の
大
内
政
弘
に
与
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
細
川
氏
の
配
下
か
ら
離
脱
し
、

荘
園
侵
略
を
自
由
に
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
他
の
北
摂
の
国

人
・
土
豪
に
も
波
及
し
、
彼
ら
に
よ
り
諸
荘
園
は
蚕
食
さ
れ
有
名
無
実
に
な
り
、
興
福

寺
領
や
春
日
社
領
も
そ
の
影
響
に
よ
り
不
知
行
の
地
と
な
り
、
国
人
た
ち
は
荘
園
領
主

の
支
配
を
否
定
し
、
一
揆
を
お
こ
し
た
（『
吹
田
市
史
』
ほ
か
）。

　

長
期
に
わ
た
る
京
都
出
兵
の
た
め
領
国
内
が
不
安
と
な
っ
た
武
将
た
ち
は
帰
国
を
急

ぎ
、
文
明
九
年
十
一
月
に
は
応
仁
の
乱
は
終
結
を
迎
え
た
。
細
川
政
元
も
摂
津
国
内
の

秩
序
を
維
持
し
、
寺
社
本
所
領
の
再
興
を
図
る
た
め
、
文
明
十
四
年
、
摂
津
に
出
陣
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
興
福
寺
で
は
注
文
を
遣
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
後
述
す
る

よ
う
に
、
近
衛
家
領
と
し
て
も
存
在
す
る
味
舌
荘
・
沢
良
宜
荘
の
上
分
米
一
石
が
そ
れ

ぞ
れ
含
ま
れ
て
お
り
、「
応
仁
大
乱
以
後
不
知
行
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

ЛЧ

。

京
都
で
は
政
元
の
出
陣
の
と
き
伝
奏
か
ら
の
連
絡
と
し
て
、
秋
葉（

庭
）元

重
・
香
川
元
長
の

連
署
奉
書
で
、
摂
津
の
寺
社
本
所
領
を
「
去
渡
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
政
家
は

そ
れ
を
書
写
し
た
の
ち
返
却
し
て
い
る

ЛШ

。
因
み
に
政
元
の
摂
津
再
興
の
下
知
は
あ
っ
た

も
の
の
、
当
初
元
長
に
は
摂
津
で
の
思
惑
が
あ
っ
て
元
重
と
意
見
が
一
致
せ
ず
、
対
立

し
、
延
引
し
て
い
た
こ
と
が
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る

ЛЩ

。

　

政
元
の
出
陣
に
よ
り
北
摂
の
国
人
は
制
圧
さ
れ
、
多
く
の
犠
牲
を
は
ら
っ
た
後
、
再

び
政
元
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
吹
田
氏
の
よ
う
に
本
貫
地
の
吹
田
荘
を
失
っ
た

者
も
い
る
。『
蓮
成
院
記
録
』
に
よ
る
と
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
十
二
月
、
三
宅

氏
一
族
の
三
宅
五
郎
左
衛
門
が
摂
州
小
郡
代
に
な
っ
て
、
政
元
が
再
興
を
行
っ
て
か
ら

も
一
部
に
不
安
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
郡
代
の
指
示
と
し
て
春
日
社
へ
人
夫
を
課
し
た

と
き
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が

ЛЪ

、
三
宅
氏
と
て
本
貫
地
の
島
下
郡
を
離
れ
た
桜

井
郷
・
六
車
郷
・
南
郷
の
豊
島
郡
の
小
郡
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
郡
代
は
守
護
代
の

配
下
に
強
く
統
率
さ
れ
て
い
て
、
必
ず
し
も
自
由
に
活
動
で
き
る
立
場
に
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
（『
吹
田
市
史
』）。

　

以
上
、
応
仁
の
乱
後
の
摂
津
の
社
会
的
状
況
を
見
た
。
次
ぎ
に
『
雑
事
要
録
』
を
中

心
に
戦
国
期
の
近
衛
家
に
残
る
摂
津
の
家
領
の
状
況
を
見
た
い
。

三　
『
雑
事
要
録
』
に
記
さ
れ
た
近
衛
家
領

　
『
雑
事
要
録
』
は
応
仁
の
乱
が
終
わ
っ
た
翌
年
、
文
明
十
年
に
筆
を
起
こ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
文
明
十
年
分
の
表
紙
が
「
一
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
家
領
か
ら

の
年
貢
を
記
入
す
る
部
分
で
、
家
領
ご
と
に
収
入
を
記
し
た
後
、
摂
津
に
あ
る
家
領
を

最
初
に
し
て
山
城
・
近
江
・
美
濃
に
お
け
る
家
領
の
算
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
摂
津
の

分
だ
け
を
次
ぎ
に
あ
げ
る
。

　
　

沢
良
宜
村
摂
州

　

　
　
　
　

 
四
拾
石
内
、
廿
貫
文
御
料
所
分
、
十
石
宮
内
卿
入
道
給
、
相
残
給
主
得
分

十
二
石
、

　
　

五
位
庄　

卅
石
、

　
　

熊
野
田
村　

十
八
貫
余
米銭

、
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天
王 

畑　

公
事
銭
一
貫
三
百
文
、
米
七
石
、
公
事
物
馬
粥
米
毎
月
六
升
ツ
ヽ
、
夏

三
ヶ
月
麦
、

　
　
　
　

 

四
月
蕨
十
二
は
、
五
月
た
け
の
こ
二
は
、
六
月
ふ
き
十
二
は
、
十
月
ク
き

三
百
、
あ
ら
せ
十
二
は
、
十
二
月
、
正
月
の
い
わ
い
の
物
し
ろ
よ
ね
一
斗
、

　
　
　
　

す
ミ
二
そ
く
、
く
し
か
き
六
れ
ん
、
正
月
か
ヽ
ミ
三
、

　
　

山
田
村　
米
卅
貳
果
、

銭
卅
貫
文
、

　
　

犬
同
名　
銭
拾
七
貫
文
、

米　
　
　
　

　
　

片
山
村　
米
十
果
、
麦
五
果
、

銭
五
貫
文
、　　
　

　
　

六
瀬
庄　
米
三
果
、　　

銭
拾
二
貫
文
、

　
　

冨
松
御
位
田　

貳
石
六
斗
半
済
分
、

　

　
　

菅
井
御
位
田　

五
石
半
済
分
、

　

　
　

新
免　
米
七
石
、　

麦
十
六
石
、

　
　

小
薬
院　
米
八
石
五
斗
、

　

　
　
　
（
以
下
、
摂
津
以
外
の
た
め
中
略
）

　
　

仲
御
牧
放
出
村
内
御
大
工
給　

伍
百
疋
請
切
本
所
円
満
寺
名
中
也
、

但
別
納
也
、　　
　
　

　
　

仲
御
牧
放
出
村
内
九
条　

不
断
光
院
御
寄
進
分　

参
貫
文
田
二
町
、　　

円
満
院
之
内
、

　
　

仲
御
牧
放
出
村
内
円
満
院
田
四
町
分

　

 

合
六
貫
文
、

と
あ
っ
て
、
現
在
の
尼
崎
市
に
含
ま
れ
る
地
名
に
つ
い
て
は
、
第
１
表
の
注
で
も
触
れ

た
よ
う
に
参
考
に
留
め
る
。
な
お
以
下
、
家
領
に
つ
い
て
の
説
明
は
第
１
表
に
あ
げ
た

家
領
の
順
序
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

　

放
出
村

　
『
目
録
』
で
は
「
庄
務
本
所
進
退
所
々
」
に
属
す
る
家
領
で
、
前
述
の
橋
本
義
彦
氏

が
『
国
史
大
辞
典
』
近
衛
家
領
条
で
分
類
し
た
⑤
に
あ
た
る
（
以
下
、
○
の
番
号
は
橋

本
氏
の
分
類
番
号
）。
戦
国
期
の
放
出
村
は
前
述
の
よ
う
に
湯
川
「
近
衛
家
領
摂
津
国

放
出
村
に
つ
い
て
」（『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』
前
掲
）
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
荘
務
権
は
近
衛
家
に
あ
っ
て
、
文
明
十
三
年
か
ら
永
正
二
年
ま
で
年
貢
は
米

と
銭
貨
で
納
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
主
に
銭
貨
の
収
納
状
況
と
納
入
さ
れ
た
米
に

つ
い
て
、
沽
却
し
て
い
る
実
態
を
詳
述
し
た
。
ま
た
、
当
荘
は
熊
岡
四
郎
衛
門
・
西
面

三
郎
が
近
衛
家
へ
任
料
を
払
い
、
代
官
と
な
っ
て
い
る
代
官
請
所
の
荘
園
で
あ
っ
た
。

現
在
、
大
阪
市
鶴
見
区
に
放
出
東
、
城
東
区
に
放
出
西
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　

仲
牧

　
『
目
録
』
で
は
「
庄
務
本
所
進
退
所
々
」
に
属
し
、
橋
本
氏
の
分
類
は
⑤
。
京
極

殿
、
す
な
わ
ち
藤
原
師
実
の
所
領
で
あ
っ
た
。
前
述
の
算
用
で
「
仲
御
牧
放
出
村
」
を

紹
介
し
た
が
、
こ
の
仲
牧
は
、
放
出
村
に
見
た
仲
御
牧
と
は
異
な
り
、
高
槻
市
唐
崎
付

近
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。『
雑
事
要
録
』
に
は
文
明
十
六
年
分
に
「
十
石
」
と
あ
る

だ
け
で
、
前
後
の
年
は
家
領
名
の
記
載
だ
け
で
年
貢
の
納
入
は
な
い
。
た
だ
『
後
法
興

院
記
』
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
十
二
月
三
日
条
に
春
日
社
師
中
東
時
就
が
近
衛
家
を

訪
れ
、
政
家
に
対
面
し
た
と
き
の
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
仲
牧
に
あ
る
辛

（
唐
）

崎
は

近
衛
家
が
春
日
社
へ
寄
進
し
、
正
真
院
大
膳
亮
経
頼
が
奉
行
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
に
売
り
払
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
買
主
は
入
江

与
三
左
衛
門
で
あ
る
が
、
坂
口
秀
泰
が
奉
行
の
と
き
に
摂
津
住
人
奥
田
な
る
も
の
が
買

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
を
本
所
と
し
て
下
知
を
し
て
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
訴
訟
は
棄
破
し
御
師
職
は
改
補
し
て
、
経
頼
の
祖
父
家
久
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
、
経
頼
が
沽
却
し
た
こ
と
は
本
所
の
下
知
で
な
い
な
ら
ば
。

先
例
に
任
せ
て
棄
破
し
、
時
就
を
新
た
に
補
任
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

政
家
は
承
知
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
二
月
五
日
に
時
就
は
辛
崎
村
の
奉
行
と
い
う
こ
と

で
補
任
料
を
政
家
へ
支
払
っ
て
い
る

ЛЫ

。

　

五
位
荘

　
『
目
録
』
で
は
「
庄
務
本
所
進
退
所
々
」
に
属
し
、
⑤
に
分
類
さ
れ
る
藤
原
師
実
の

所
領
で
あ
っ
た
。
五
位
荘
の
名
は
高
槻
市
の
番
田
井
路
に
架
か
る
橋
に
「
五
位
ノ
庄

橋
」「
ご
い
の
し
ょ
は
し
」
と
し
て
名
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近
が
戦
国
期
の
近
衛

家
領
、
五
位
荘
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
井
路
と
は
水
田
の
不
要
な
水
を
排
出
す
る
た

め
の
水
路
の
こ
と
で
、
江
戸
期
の
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
現
在
の
番
田
を
含
む
旧

大
塚
村
か
ら
柱
本
を
経
て
淀
川
へ
向
け
て
開
削
さ
れ
た
水
路
で
あ
る

ЛЬ

。
五
位
ノ
庄
橋
は

芥
川
の
下
を
潜
っ
て
水
路
が
通
る
伏
せ
越
し
の
下
流
に
架
か
る
橋
で
、
周
辺
は
高
槻
市

芝
生
及
び
唐
崎
の
地
で
あ
る
。

　

五
位
荘
は
前
述
の
算
用
に
記
載
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
年
貢
納
入
の
記
事
は
文

明
十
三
年
に
あ
る
が
、
そ
の
前
に
『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
二
年
七
月
二
十
七
日
条
を

見
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
は
「
摂
州
住
人
西
面
三
郎
」
な
る
者
が
上
洛
し
、
放
出
村
と

五
位
荘
の
代
官
を
希
望
し
て
い
る
。
現
在
も
五
位
ノ
庄
橋
か
ら
三
キ
ロ
程
南
に
西さ

い

面め

の
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地
名
が
残
る
。
西
面
三
郎
は
こ
の
辺
り
を
本
貫
地
と
す
る
在
地
の
国
人
土
豪
で
あ
ろ

う
。
西
面
三
郎
が
近
衛
家
を
訪
れ
た
翌
年
、
文
明
十
三
年
の
十
月
二
十
三
日
と
同
年

十
二
月
十
四
日
に
そ
れ
ぞ
れ
二
百
疋
・
三
百
疋
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
年

の
「
五
位
庄
」
条
に
は
年
貢
納
入
記
事
の
他
に
「
改
代
官
、
香
西
惣
右
衛
門
也
、
任
料

二
百
疋
□
□
」
の
記
事
も
あ
る
。
続
い
て
『
雑
事
要
録
』
の
「
御
礼
物
事
」
の
十
月

二
十
五
日
の
記
事
に
「
五
位
庄
代
官
任
料
二
百
疋
」
が
あ
る
。「
御
礼
物
事
」
と
は
他

の
年
で
は
「
自
処
々
之
礼
物
」
な
ど
の
項
目
で
も
挙
が
っ
て
い
る
、
近
衛
家
が
他
所
か

ら
受
け
た
金
銭
や
品
物
が
記
さ
れ
て
い
る
項
目
で
あ
る
。
文
明
十
三
年
に
な
っ
て
代
官

が
西
面
三
郎
か
ら
香
西
惣
右
衛
門
に
改
代
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
香
西
惣
右
衛

門
は
名
字
か
ら
推
定
し
て
、
細
川
氏
被
官
で
摂
津
守
護
代
も
務
め
る
香
西
元
長
の
一
族

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
も
近
衛
家
と
細
川
氏
一
族
と
の
つ
な
が
り
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
西
面
三
郎
は
こ
の
後
の
十
二
月
二
十
八
日
近
衛
家
へ
一
荷
一
種
を
贈
っ

て
い
る
記
事

МУ

が
あ
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

大
原
荘

　
『
目
録
』
に
は
高か

や
の
い
ん

陽
院
、
藤
原
泰
子
の
所
領
で
あ
り
、
①
に
分
類
さ
れ
る
荘
園
で
あ

る
。
高
陽
院
は
藤
原
忠
実
の
娘
で
鳥
羽
上
皇
の
皇
后
で
あ
る
。

　

高
槻
に
は
古
代
島
上
郡
の
大
原
駅
が
あ
っ
た
が
、
現
在
大
原
の
地
名
は
残
っ
て
い
な

い
。『
実
隆
公
記
』
文
亀
二
年
九
月
二
日
条
に
「
摂
津
国
原
庄
或
号
大
原
庄
、
陽
明

知
行
、
芥
川
代
官

」
の
文
言
が

あ
り
、
原
の
地
名
は
高
槻
市
街
か
ら
北
方
、
摂
津
峡
を
超
え
た
盆
地
に
現
存
す
る
。
な

お
、「
陽
明
」
は
近
衛
家
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
荘
域
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
八
阪

神
社
が
あ
り
、
境
内
に
春
日
神
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
の
で
、
か
つ
て
春
日
神
社
が
こ

の
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
雑
事
要
録
』
文
亀
三
年
・
同
四
年
分
の
大

原
荘
条
に
「
神か

ぶ
さ
ん

峯
山
」
が
近
衛
家
へ
炭
一
荷
を
収
め
て
い
る
。
高
槻
市
原
に
は
神
峯
山

寺
が
あ
り
、『
大
阪
府
の
地
名
』（
平
凡
社
）
で
は
こ
の
地
を
近
衛
家
領
に
比
定
し
て
い

る
。

　

大
原
荘
か
ら
の
年
貢
は
文
明
十
一
年
か
ら
永
正
二
年
ま
で
見
ら
れ
、
そ
の
内
容
を
文

明
十
一
年
分
に
見
る
。

『
雑
事
要
録
』
文
明
十
一
年

　
　

大
原
庄

　
　

九
月
廿
四
日　
　

 

花
蔵
院
ヨ
リ

　

松
茸
籠
二
各
五
十
本

　
　
　

、
焼
米
帋
袋
二
進
之
、
是
毎
年
之
事

也
云　

　

々

、
不
断
光
院
へ
五
本
御
時

（
斎
カ
）衆

中
へ
十
本
、
焼
米
ス
コ
シ
長

泰
許
へ
五
本
分
給
之
、
前
々
如
此
云　

　

々

、
国
ヨ
リ
長
泰
私
へ
松
茸

以
籠
、
米
紙
袋
遣
之
云　

　

々

、

　
　

十
二
月
十
七
日　

御
炭
一
荷
到
来
、

　
　
　

同　

廿
三
日　

 

御
炭
一
荷
到
来
、
五
本
之
扇
五
本
、
先
日
ハ
炭
進
上
之
方
ト
今

日
進
上
之
方
ト
両
方
へ
遣
之
、

　
　

同
（
文
明
）十

二
年
三
月
九 

日　

五
百
疋
沙
汰
之
、
使
粮
物
二
十
疋
、
長
泰
分
一
、百
疋
国

へ
遣
、
帯
三
す
ち
、
□
□
ひ
の
具
十
荷
□
タ
ム
也
、
彼
是
一
貫

六
十
一
云　

　

々

、
以
上
□
物
二
貫
二
百
六
十
一
也
、

　

記
入
内
容
は
年
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
あ
る
が
、
他
の
年
も
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
。「
御
時（

斎
）
衆
」
は
不
断
光
院
の
御
時
衆
で
あ
る
。
文
明
十
五
年
か
ら
「
御
霊

殿
御
知
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
御
霊
殿
は
近
衛
家
で
未
婚
の
女
性
が
世
襲
す
る
名

で
、
仏
事
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
年
か
ら
納
入
さ
れ
る
年
貢
銭
の
二
割
が
長
泰
の

「
徳
分
」（
得
分
）
と
な
っ
て
得
る
こ
と
に
な
る
。
長
泰
は
近
衛
家
の
家
僕
で
あ
っ
て
、

大
原
荘
の
給
主
で
あ
っ
た
。
長
泰
が
給
主
と
し
て
の
得
分
は
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）

高槻市芝生・唐崎北に架かる五位ノ庄橋
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十
一
月
二
十
四
日
以
来
、
年
貢
銭
の
五
割
に
上
が
る
。
本
来
「
此
得
分
五
分
之
一
」
な

る
と
こ
ろ
「
佗
事
申
間
、
美（

美
濃
）乃

知
行
無
為
之
間
、
半
分
給
之
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
長
泰
は
美
濃
に
あ
る
近
衛
家
領
の
給
主
で
も
あ
っ
た
が

МФ

、
そ
こ
か
ら
の
収
入
が

な
く
窮
状
を
訴
え
た
「
佗
事
」
の
た
め
、
近
衛
家
と
し
て
長
泰
の
得
分
を
増
額
し
た
の

で
あ
ろ
う

МХ
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
原
荘
の
冒
頭
に
『
実
隆
公
記
』
を
引
用
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
芥

川
」
が
代
官
で
あ
る
こ
と
も
見
た
。
芥
川
氏
は
島
上
郡
芥
川
の
地
を
本
貫
と
す
る
在
地

の
国
人
土
豪
で
鎌
倉
時
代
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
戦
国
期
に
は
細
川
氏
の
被

官
で
あ
っ
た
。
大
原
荘
の
代
官
で
あ
っ
た
初
見
は
、『
後
法
興
院
記
』
長
享
二
年

（
一
四
八
八
）
十
一
月
十
二
日
条
に
、「
原
殿
代
官
芥
河
、
禅
閤
御
訪
百
疋
進
上
」
と
あ

る
。
原
殿
は
大
原
荘
の
こ
と
で
、
禅
閤
は
政
家
の
父
房
嗣
の
こ
と
。
房
嗣
は
こ
の
年
の

十
月
十
九
日
に
薨
じ
て
お
り
、
香
典
百
疋
を
近
衛
家
へ
贈
っ
た
記
事
で
あ
る
。
少
な
く

と
も
芥
川
氏
は
長
享
二
年
か
ら
文
亀
三
年
ま
で
の
十
五
年
間
、
大
原
荘
の
代
官
で
あ
っ

た
。
こ
の
後
、
芥
川
氏
は
没
落
し
、
能
勢
氏
が
芥
川
の
新
城
を
築
く
こ
と
と
な
る

МЦ

。

　

沢
良
宜
村

　
『
目
録
』
で
は
「
庄
務
本
所
進
退
所
々
」
に
属
し
、
⑤
に
分
類
さ
れ
る
。
現
在
地
は

茨
木
市
南
西
部
、
近
畿
自
動
車
道
を
挟
ん
で
、
東
に
沢さ

わ

良ら

宜ぎ

東ひ
が
し・
沢さ

わ

良ら

宜ぎ

浜は
ま

、
西
に
沢さ

わ

良ら

宜ぎ

西に
し

の
地
名
が
現
存
す
る
。

　

沢
良
宜
村
か
ら
の
年
貢
納
入
は
文
明
十
一
年
か
ら
見
え
、
千
疋
収
め
ら
れ
て
い
る
。

算
用
に
あ
る
よ
う
な
米
の
納
入
は
尚
通
の
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
も
わ
ず
か
二
石

九
斗
二
升
（
大
永
三
年
）、
二
石
四
斗
五
升
五
合
（
大
永
四
年
）
し
か
な
く

МЧ
、
御
料
所

分
も
「
廿
貫
文
」
は
収
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。
最
も
多
く
納
入
さ
れ
た
年
は
文
明

十
八
年
の
十
四
貫
文
で
あ
る

МШ

。
ま
た
、
沢
良
宜
村
は
文
明
十
三
年
か
ら
房
嗣
の
料
所
と

記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

文
明
十
一
年
の
沢
良
宜
村
の
割
注
に
は
「
地
下
代
官
、
三
宅
出
羽
守　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
主
広
橋
藤
堂
豊
後
執
沙
汰
之
、
上
分
二
百
疋
也
、」
と
あ
る
。
代

官
は
三
宅
出
羽
守
で
、
給
主
は
「
広
橋
藤
堂
豊
後
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
宅

出
羽
守
も
や
は
り
在
地
の
国
人
土
豪
で
、
細
川
氏
の
被
官
で
あ
る
が
実
名
は
わ
か
ら
な

い
。

　

な
お
給
主
の
「
広
橋
藤
堂
豊
後
」
と
あ
る
の
は
、
武
家
伝
奏
で
、
近
衛
家
の
家
礼
も

勤
め
る
広
橋
家
の
家
僕
の
藤
堂
家
で
あ
る
。
官
途
名
豊
後
守
を
名
乗
る
人
物
は
、
四

位
・
五
位
の
叙
爵
名
簿
で
あ
る
『
歴
名
土
代
』
に
は
景
元
と
景
安
の
二
人
の
名
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
景
元
が
正
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
文
明
二
年
六
月
十
九
日
の
尻
付
に

「
藤
堂
豊
後
守
景
富
男
」
と
あ
り
、
景
安
が
従
五
位
下
に
叙
爵
さ
れ
た
の
は
文
明
十
年

六
月
十
二
日
の
こ
と
で
、
そ
の
尻
付
の
「
藤
堂
右
京
亮
景
勝
朝
臣
二
男
」
と
あ
る
。
景

富
か
景
勝
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
沢
良
宜
村
に
は
上
分
、
す
な
わ
ち
年
貢
の

他
に
寺
社
へ
上
納
す
る
分
二
〇
〇
疋
が
あ
る
。

　

水
尾
村

　
『
目
録
』
に
は
次
の
熊
野
田
と
と
も
に
掲
載
は
な
い
が
、
水
尾
の
地
名
は
現
在
沢
良

宜
村
の
北
に
接
す
る
地
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
水
尾
村
は
元
は
沢
良
宜
村

に
含
ま
れ
て
い
た
の
が
分
離
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

水
尾
村
に
つ
い
て
、『
雑
事
要
録
』
で
は
文
明
十
一
年
か
ら
文
亀
四
年
（
永
正
元
年
）

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
尚
通
が
記
し
た
『
大
永
三
年
記
雑
々
』
に
年
貢
の
納
入
が
あ

茨木市水尾、水尾公園
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る
。『
雑
事
要
録
』
文
明
十
一
年
分
の
年
貢
の
納
入
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
雑
事
要
録
』
文
明
十
一
年

　

水
尾
餅
事

　
　

十　

月
一
日　

四
十
八
枚

　
　

十
一
月
二
日　

四
十
八
枚
、
四
郎
私
へ
十
枚
、

　
　

十
二
月
三
日　

四
十
八
枚
、

　
　

同　

廿
八
日　

鏡
以
下
餅
色
々
被
沙
汰
、

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
モ
チ
井　

千
枚
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　

鏡
五
マ
イ
、
コ
モ
チ
井
千
マ
イ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

御
歯
固
鏡　

三
マ
イ
、
七
ヽ
め
こ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
鏡　
　
　

卅
五
枚
、

　
　
　
　
　
　
　
　

用
脚
百
疋
被
沙
汰
歟
、

と
あ
っ
て
、
十
月
一
日
か
ら
年
末
に
か
け
て
餅
と
用
脚
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。
他
の
年

も
大
体
こ
の
よ
う
な
年
貢
納
入
状
況
で
あ
る
。
そ
の
内
、
近
衛
家
の
家
僕
を
勤
め
る
錦

小
路
親
康
と
慶
順
が
主
と
し
て
餅
を
給
分
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
二
人
は
給

主
で
あ
ろ
う
。

　

文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
五
月
十
七
日
に
は
、
細
川
九
郎
（
政
元
）
が
水
尾
代
官

の
こ
と
で
、
政
家
の
許
へ
使
者
を
送
っ
て
い

МЩ

る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
延

徳
四
年
（
明
応
元
年　

一
四
九
二
）
二
月
二
十
八
日
に
な
っ
て
代
官
の
三
宅
五
郎
右
衛

門
が
死
ん
だ
た
め
息
子
の
新
三
郎
が
任
料
一
〇
〇
疋
で
代
官
を
継
い
で
い
る

МЪ

。
か
つ
て

政
元
が
水
尾
村
の
代
官
の
こ
と
で
使
者
を
送
っ
た
の
は
、
三
宅
五
郎
右
衛
門
を
水
尾
村

の
代
官
と
す
る
よ
う
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
応
七
年
九
月
七
日
に
な
っ
て
、
新

三
郎
は
殺
害
さ
れ
た
た
め
、
三
宅
五
郎
左
衛
門
が
任
料
二
〇
〇
疋
で
代
官
を
継
ぐ
。
五

郎
左
衛
門
は
後
述
の
新
免
村
の
代
官
に
も
な
る
人
物
で
あ
る
。
五
郎
左
衛
門
は
前
述
し

た
よ
う
に
細
川
氏
被
官
の
三
宅
氏
一
族
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

熊
丸
名

　

熊
丸
名
は
『
目
録
』
に
は
見
え
な
い
。『
雑
事
要
録
』
文
明
十
年
に
「
水
尾
熊
丸
御

は
つ
を
に
て
、
沙
汰
云　

　

々

、」
と
あ
る
か
ら
水
尾
村
の
枝
郷
か
も
し
れ
な
い
。
年
貢
は
文

明
十
年
か
ら
明
応
九
年
ま
で
銭
納
が
見
ら
れ
る
。
文
明
十
一
年
に
は
「
代
官
野
田
藤
右

衛
門
請
切
千
疋
、
根
本
千
五
百
疋
」
と
あ
る
。
最
も
多
く
納
入
さ
れ
た
年
は
文
明
十
九

年
・
長
享
二
年
・
明
応
三
年
・
同
六
年
・
同
七
年
・
同
八
年
・
同
九
年
の
六
百
疋
で
あ

る
。
代
官
の
野
田
氏
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。

　

山
田
村
・
片
山
村

　
『
目
録
』
に
は
見
え
な
い
家
領
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
在
も
吹
田
市
に
あ
る
地
名
で

あ
る
が
、
山
田
村
は
文
明
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
に
三
〇
〇
疋
納
入
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
他
の
年
に
は
納
入
は
な
い
。
三
〇
〇
疋
の
う
ち
半
分
の
一
五
〇
疋
は
実
治
に
遣

わ
さ
れ
て
い
る
。
実
治
は
河
鰭
実
治
の
こ
と
で
近
衛
家
の
家
僕
で
あ
っ
た
。
実
治
は
給

主
で
あ
ろ
う
。

　

片
山
村
に
つ
い
て
は
文
明
十
年
の
算
用
の
記
載
だ
け
で
、
年
貢
の
納
入
は
な
い
。

　

小
薬
院

　
『
目
録
』
に
は
見
え
な
い
。
現
在
、
地
名
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、『
吹
田
市
史
』
第
四

巻
史
料
編
Ⅰ
掲
載
の
一
二
四
「
沙
弥
某
譲
状
」・
一
二
七
「
大
法
師
賢
実
譲
状
」・

一
二
八
「
星
王
丸
寄
進
状
」
に
小
薬
院
の
名
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
「
垂
氷
御
牧
」
に

あ
っ
た
地
名
で
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
ま
で
は
残
っ
て
い
た
地
名
で
あ
ろ
う
。
な
お

『
吹
田
市
史
』
に
よ
る
と
原
史
料
に
は
「
垂
氷●

御
牧
」
と
あ
る
。

　
『
後
法
興
院
記
』
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
八
月
二
十
三
日
条
に
「
補
任
小
薬
院
代

官
職
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
誰
が
代
官
に
補
任
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。『
雑
事

要
録
』
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
三
月
十
六
日
条
に
香
西
元
長
が
請
切
三
〇
〇
疋
で
代

官
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
明
応
六
年
か
ら
同
九
年
ま
で
は
毎
年
年
貢
銭
の

納
入
が
あ
る
が
、
九
年
に
は
二
二
〇
〇
疋
で
元
長
へ
沽
却
し
て
い
る
。

　

垂
海

　

垂
水
牧
の
こ
と
。『
雑
事
要
録
』
で
は
年
貢
が
納
入
さ
れ
て
い
る
文
明
十
三
年

（
一
四
八
一
）
か
ら
永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）
ま
で
、
家
領
名
は
「
垂
海
」
と
あ
る
。

代
官
の
名
は
見
え
な
い
が
、
毎
年
決
ま
っ
て
五
月
三
日
に
「
根
昌（

菖
蒲
）蒲
」
と
公
事
銭
七
〇

疋
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
端
午
の
節
句
用
で
あ
ろ
う
。

　

新
免
村

　
『
目
録
』
に
は
見
え
な
い
。
豊
中
市
本
町
周
辺
に
比
定
さ
れ
る
地
で
あ
る
。
年
貢
は

『
雑
事
要
録
』
で
は
文
明
十
五
年
か
ら
文
亀
四
年
（
永
正
元
年　

一
五
〇
四
）
ま
で
、

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
尚
通
が
記
し
た
『
大
永
三
年
雑
々
』『
大
永
四
年
雑
々
』
は
二

年
分
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
新
免
村
が
見
え
る
。
政
家
の
代
に
比
べ
公
事
物
の
納
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入
は
な
く
銭
貨
だ
け
で
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

政
家
の
父
房
嗣
の
料
所
で
、
代
官
は
文
明
十
七
年
に
任
料
五
〇
疋
で
清
孫
右
衛
門
が

補
任
さ
れ
て
い
る
。
名
字
か
ら
考
え
る
と
幕
府
奉
行
人
の
清
氏
一
族
の
者
で
あ
ろ
う

か
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）、
房
嗣
は
前
述
の
小
薬
院
と
と
も
に
美
濃
大
井
郷
（
岐

阜
県
大
垣
市
カ
）
を
料
所
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
新
免
村
は
近
衛
家
の
管
理
と

な
っ
た

МЫ

。
し
か
し
翌
年
の
長
享
三
年
か
ら
は
「
大
将
料
所
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
将
は

左
近
衛
大
将
の
尚
通
の
こ
と
で
あ
る
。

　

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
二
月
十
二
日
、
清
孫
右
衛
門
は
代
官
を
代
替
さ
れ
た
。
任

料
一
〇
〇
疋
を
納
め
て
い
る
が
、
人
名
の
記
載
が
な
い

МЬ

。
ま
た
翌
年
の
八
月
に
は
、
代

官
を
改
易
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
名
前
の
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、
明
応
八
年
に
「
代

官
三
宅
五
郎
衛
門
」
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
清
氏
が
代
替
さ
れ
、
翌
年
改
易

さ
れ
た
後
の
明
応
八
年
に
は
「
代
官
三
宅
五
郎
衛
門
」
の
名
が
見
え
る
。
明
応
六
年
以

後
、
三
宅
五
郎
衛
門
が
新
免
村
代
官
を
勤
め
た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ

で
明
応
七
年
に
水
尾
村
代
官
は
三
宅
五
郎
左●

衛
門
が
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し

た
。
新
免
村
代
官
「
三
宅
五
郎 

衛

●

門
」
に
は
「
左
」
の
字
が
な
い
が
、
水
尾
村
代
官

と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

　

熊
野
田
村

　

文
明
十
年
の
算
用
に
記
載
が
あ
る
だ
け
で
、
年
貢
の
納
入
は
見
ら
れ
な
い
。

　

天
王
畑

　
『
目
録
』
に
は
見
え
な
い
。
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
に
あ
っ
た
近
衛
家
領
で
、
文
明

十
三
年
に
能
勢
五
郎
左
衛
門
が
任
料
一
〇
〇
疋
を
納
め
補
任
さ
れ
て
い
る
。
給
主
は
前

述
の
山
田
村
と
同
じ
河
鰭
実
治
で
、
年
貢
銭
の
半
分
が
得
分
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
明
十
九
年
（
長
享
元
年　

一
四
八
七
）、
近
衛
家
領
の
天
王
畑
は
殿
下
渡
領
と
混

在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
九
条
政
忠
は
近
衛
家
が
違
乱
し
て
い
る
と
誤
っ
て
苦
情
を
伝

え
て
き
た

НУ

。
殿
下
渡
領
と
は
、
氏
長
者
が
執
り
行
う
行
事
の
費
用
を
負
担
す
る
所
領

で
、
氏
長
者
が
交
替
す
る
と
き
新
任
者
へ
引
き
継
が
れ
る
。
こ
の
年
は
二
月
九
日
に
鷹

司
政
平
か
ら
九
条
政
忠
に
交
替
し
て
い
た
。
政
忠
か
ら
の
申
し
出
で
政
家
は
不
審
に
思

っ
て
い
る
。
六
月
六
日
に
な
っ
て
、
九
条
家
の
誤
り
が
判
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
内
容

は
石
井
雅
楽
助
（
親
治
）
は
九
条
家
の
家
僕
で
あ
り
な
が
ら
、
摂
津
守
護
代
の
寄
子
と

し
て
守
護
代
の
下
知
に
従
っ
て
、
天
王
畑
を
違
乱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
政
家
は
地
下
か

ら
の
注
進
で
知
っ
た
た
め
、
政
忠
へ
苦
言
を
申
し
出
た
が
承
引
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

政
家
と
し
て
は
「
有
縁
」
を
も
っ
て
守
護
代
へ
伝
え
た
と
こ
ろ
解
決
し
た
事
件
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
大
番
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　

大
番
米

　

見
出
し
の
「
大
番
米
」
は
地
名
で
は
な
く
、『
雑
事
要
録
』
文
明
十
五
年
か
ら
「
大

番
米
処
々
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
大
番
領
か
ら
の
収
入
、
番
頭
へ
の
下
行
が
記
さ
れ

て
い
る
た
め
、
便
宜
上
は
「
大
番
米
」
を
見
出
し
に
使
用
し
た
。
摂
関
家
の
大
番
に
つ

い
て
は
、「
大
番
領
」「
大
番
役
」「
大
番
舎
人
」
と
い
う
大
番
に
付
随
す
る
言
葉
が

種
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
大
番
領
や
大
番
役
、
さ
ら
に
大
番
舎
人
等
、
制
度
と
し

て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
位
置
づ
け
や
実
態
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

НФ

。
そ
の
中
で

清
水
三
男
氏
は
『
雑
事
要
録
』
に
言
及
す
る
も
の
の

НХ

、
近
江
国
の
説
明
が
中
心
で
あ

る
。

　

以
下
『
雑
事
要
録
』
摂
津
国
の
「
大
番
米
処
々
」
の
概
略
を
述
べ
る
。『
雑
事
要
録
』

の
文
明
十
年
は
、
政
家
が
記
述
を
始
め
た
年
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
の
年
、
大

番
米
の
こ
と
に
つ
い
て
も「
摂
津
国
大
番
米
事
」の
見
出
し
で
、
永
享
時
分（
一
四
二
九

〜
四
〇
）
以
来
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
請
切
の
契
約
者
に
よ
る
多
寡
や
請

切
の
契
約
を
行
っ
た
が
、
履
行
し
な
い
た
め
算
用
ど
お
り
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
「
番
頭
給
分
事
ハ
枡
々
相
尋
名
々
実
名
番
頭
実
名
可
注
置
者
也
」
と
自

戒
し
て
い
る
。
政
家
が
引
き
継
い
だ
と
き
番
頭
は
八
名
で
あ
っ
た

НЦ

の
が
、
文
明
十
三
年

に
は
十
一
月
十
二
日
・
十
三
日
と
一
人
ず
つ
「
新
補
」
し
て
十
人
と
な
っ
て
い
る

НЧ

。
文

明
十
四
年
九
月
四
日
に
は
番
頭
久
顕
が
出
納
の
子
為
音
に
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ

て
い
る
。
久
顕
の
父
久
具
が
政
家
に
訴
え
た
の
で
、
政
家
は
奉
行
の
松
田
豊
前
守
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
孫
子
」
の
罪
は
「
父
祖
」
が
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
が
、
父
祖
が

同
意
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
同
罪
で
あ
る
と
の
解
答
が
あ
っ
た
の
で
、
政
家
は
久
顕
の

父
へ
伝
え
た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
で
も
訴
え
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
後
の

顛
末
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
を
経
て
『
雑
事
要
録
』
文
明
十
五
年
か
ら
「
大
番
米
処
々
」
へ
の

記
述
が
始
ま
る
。
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

『
雑
事
要
録
』
文
明
十
五
年
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福
井　

三
貫
文
、
三
十
疋
不
足

　

、
味
舌　

五
貫
六
百
文
、
垂
水　

二
石
代
二
貫
文
、　　
　

一
貫
二
百
文
不
足
、

、

　
　

 

部
符　

五
百
五
十
文
、
矢
田
分　

五
貫
五
百
文
、
南
郷　

一
貫
文
、
出
立
分
自
上

候
、

　
　

以
上
十
七
貫
六
百
五
十
文
上
使
路
銭
下
行
、

　

大
摂
州

番
頭
処
　々

宛
行
番
頭
、

　
　

去　

月　

廿
六
日
下
向
、　　
　

此
内
二
十
疋
路
銭
ニ
引
之
、

　
　
　
　
　
　

廿
一
日　

九
貫
此
内
三
十
疋
路
銭

　

 

云　
　

々

、
六
百
文
余
、

　
　
　
　
　
　

廿
三
日　

三
貫
三
百
文
、

　
　

十
二
月　

十
四
日　

番
頭
方
御
訪
下
行
、
出
納
貳
百
疋
、
新
番
頭
七
十
疋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
外
百
五
十
疋
宛
以
上
十
三
貫
二
百
文
、

　
　

十
二
月
廿
七
日
番
頭

九
人
各
廿
疋
宛
下
行

廿
二
日　

貳
貫
六
百
五
十
文
、

　
　
　
　
　

以
上
十
五
貫
三
百
五
十
文
、
此
外
度
□
□
□

　

こ
の
よ
う
な
内
容
の
記
事
が
明
応
九
年
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
大
番
米
が
課
せ
ら
れ

て
い
た
地
は
福
井
（
茨
木
市
）・
味ま

舌し
た

・
部（

別
府
）符

（
摂
津
市
）・
垂
水
・
南
郷
（
吹
田
市
）・

矢
田
（
不
明
）
で
、
右
に
示
す
文
明
十
五
年
分
に
は
こ（

郡

）
ほ
り
・
穂
積
（
豊
中
市
）
の
記

入
が
な
い
。
そ
の
二
箇
所
か
ら
は
納
入
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
右
の
地

名
か
ら
納
入
さ
れ
た
分
は
、「
以
上
十
七
貫
六
百
五
十
文
」
と
あ
っ
て
計
算
し
て
み
る

と
合
致
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
、「
以
上
十
三
貫
二
百
文
」「
以
上
十
五
貫
三
百
五
十

文
」
に
つ
い
て
は
、
上
が
っ
て
い
る
数
字
を
用
い
て
計
算
し
直
し
た
が
、
合
致
し
な

い
。
ど
の
よ
う
な
計
算
を
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

前
引
の
『
豊
中
市
史
』
の
記
事
、
摂
関
家
の
使
用
人
で
あ
っ
た
大
番
舎
人
の
職
務

は
、
護
衛
・
雑
役
で
あ
り
、
役
務
の
報
酬
と
し
て
年
貢
な
ど
が
免
除
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
期
に
は
「
番
頭
の
手
に
よ
っ
て
、
番
米
が
収
め
ら

れ

НШ

」
る
こ
と
に
変
化
し
、
そ
れ
も
右
に
見
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
銭
納
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
護
衛
に
つ
い
て
は
、
清
水
三
男
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
近
衛
家
の
場
合

は
、
信
楽
荘
の
荘
民
が
兵
士
と
し
て
上
洛
し
、
近
衛
家
の
護
衛
を
行
う
よ
う
に
な
り

НЩ

、

番
頭
は
専
ら
政
家
の
拝
賀
時
の
雑
役
に
就
く
こ
と
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る

НЪ

。

　

最
後
に
『
雑
事
要
録
』
文
明
十
六
年
「
自
処
々
礼
物
」
の
、

文
明
十
六
年
十
月
二
十
六
日
条
に
、

　
　

南
郷
番
米
代
官
生
嶋
桶
一
・
肴
一
種
年
貢
四
百

疋
ニ
請　

、

同
十
月
二
十
七
日
条
に
、

　
　

穂
積
番
米
代
官
小
倉
五
郎
左
衛
門
任
料
三
十
疋
、
百
疋
ニ
請
、

次
い
で
、『
雑
事
要
録
』
文
明
十
七
年
十
二
月
二
十
日
条
に
、

　
　

七
貫
文
、
矢
田
分
三
宅
五
郎
左
衛
門
此
内
忠
安
上
路
銭
三
百
文
、
夫
賃
三
百
五
十
文
以

上
六
百
五
十
文
引
之
、
残
六
貫
三
百
五
十
文
、

と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

大
番
米
の
地
に
も
代
官
が
補
任
さ
れ
、
代
官
請
所
と
な
っ
て
い
た
場
所
も
出
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
。
ま
た
水
尾
村
の
代
官
三
宅
五
郎
左
衛
門
の
名
が
見
え
る
。
こ

こ
で
も
代
官
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
忠
安
が
上
洛
す
る
に
つ
い
て
、
差
配
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
．
む
す
び
に
か
え
て

　
　

│
『
近
衛
家
所
領
目
録
』
か
ら
『
雑
事
要
録
』
へ
│

　

大
阪
府
下
の
摂
津
に
あ
っ
た
近
衛
家
領
は
、『
目
録
』（『
近
衛
家
所
領
目
録
』）
が
作

成
さ
れ
た
時
代
か
ら
戦
国
期
に
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
見
て
き
た
。
橋
本
義
彦

氏
が
『
目
録
』
記
載
の
家
領
を
『
国
史
大
辞
典
』
近
衛
家
領
条
で
分
類
し
た
の
を
再
度

活
用
し
て
そ
の
変
化
を
見
る
と
、
次
の
第
２
表
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

第
２
表
を
作
成
し
た
結
果
、
思
い
出
さ
れ
る
の
は
『
吹
田
市
史
』
第
一
巻
第
六
章
第

三
節
「
興
福
寺
の
直
務
化
」
に
あ
る
次
の
文
章
で
あ
る
。

　
　

 

支
配
復
活
を
目
論
む
両
社
寺
は
、
直
属
の
寺
僧
・
神
主
を
給
主
に
任
命
し
て
、
そ

の
荘
務
を
請
負
わ
せ
る
体
勢
を
取
っ
た
。（
略
）
給
主
は
知
行
主
と
し
て
そ
の
荘

園
の
支
配
を
ま
か
さ
れ
て
い
た
。
給
主
は
お
そ
ら
く
南
都
に
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
代
官
を
派
遣
し
て
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
在
地
の
荘
官
以
下

を
管
轄
し
て
荘
園
支
配
を
請
負
い
、
得
分
は
収
取
の
余
剰
分
よ
り
得
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
給
主
請
負
制
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
荘

園
領
主
の
寺
社
側
は
在
地
に
新
た
な
自
ら
の
支
配
関
係
を
も
ち
込
み
、
荘
務
の
回

復
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
興
福
寺
・
春
日
社
の
体
制
を
述
べ
て
い
る
が
、
文
中
「
両
社
寺
」
を
近
衛

家
、「
直
属
の
寺
僧
・
神
主
」
を
家
僕
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
近
衛
家
の
支
配
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体
制
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
第
２
表
の
「
家
領
の
性
格
」
に
示
し

た
⑥
を
掲
げ
た
家
領
が
そ
れ
に
当
た
り
、
家
僕
が
年
貢
の
収
取
を
図
っ
て
い
た
。

　

近
衛
家
の
組
織
下
で
の
支
配
が
順
調
で
あ
っ
て
も
、
他
か
ら
の
不
可
抗
力
に
よ
る
押

領
や
違
乱
が
起
こ
る
と
、
天
王
畑
の
例
で
示
し
た
よ
う
に
「
有
縁
」
を
頼
っ
て
救
済
を

求
め
る
の
で
あ
る
。「
有
縁
」
は
恐
ら
く
細
川
氏
の
有
力
者
で
あ
っ
た
で
ろ
う
。
そ
の

た
め
京
都
で
は
細
川
氏
と
交
際
を
密
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

一
方
、
応
仁
の
乱
が
終
わ
り
、
政
元
の
領
国
内
の
秩
序
維
持
と
寺
社
本
所
領
再
興
の

た
め
の
出
陣
で
、
在
地
の
国
人
領
主
で
あ
っ
た
三
宅
氏
な
ど
は
制
圧
さ
れ
、
本
貫
地
を

外
さ
れ
て
政
元
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
反
面
、
か
れ
ら
は
本
貫
地
に
近
い
近
衛

家
領
の
代
官
に
治
ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
元
政
権
と
雖
も
そ
れ
は
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
天
王
畑
の
石
井
親
治
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
九
条

家
と
守
護
代
の
寄
子
と
い
う
二
君
に
仕
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
方
に
と
っ
て
敵
対

し
た
関
係
に
な
い
限
り
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注（
１ 

）
平
成
20
年
１
月
〜
２
月
、
東
京
国
立
博
物
館
で
陽
明
文
庫
創
立
七
〇
周
年
記
念
特
別
展
が
催

さ
れ
た
。
そ
の
図
録
『
宮
廷
の
み
や
び　

近
衛
家
一
〇
〇
〇
年
の
名
宝
』
所
収
の
名
和
修
氏

「
陽
明
文
庫
の
沿
革
」
ほ
か
参
照
。

（
２ 

）
陽
明
文
庫
に
は
『
雑
々
記
』
は
九
冊
、『
雑
事
要
録
』
は
二
三
冊
、『
大
永
三
年
記
雑
々
』『
大

永
四
年
記
雑
々
』
の
二
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家

社
会
と
荘
園
経
済
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

平
成
17
年　

所
収
の
「
近
衛
家
の
家
産
経
済
の

記
録
│
「
雑
事
要
録
」・「
雑
々
記
」
に
つ
い
て
│
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ほ
か
に
同
書
に
は

『
雑
々
記
』『
雑
事
要
録
』
を
史
料
と
し
た
「
近
衛
家
領
越
前
国
宇
坂
庄
に
つ
い
て
」「
近
衛
家

領
摂
津
国
放
出
村
に
つ
い
て
│
戦
国
期
を
中
心
に
│
」
を
所
収
。

（
３ 

）
中
村
直
勝
氏
『
荘
園
の
研
究
』
昭
和
14
年　

星
野
書
店
（
後
『
中
村
直
勝
著
作
集
』
第
４
巻

所
収
）。

（
４ 

）
永
原
慶
二
氏
『
日
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
昭
和
36
年　

岩
波
書
店　

第
Ⅰ
部
第
二

「
公
家
領
荘
園
に
お
け
る
領
主
権
の
構
造
」。

　
　
　
　

一　

鷹
司
院
子
・
太
閤
（
兼
経
）・
龍
前
に
譲
ら
れ
た
家
領 

十
四
所

　
　
　
　

二　

荘
務
無
本
所
進
退
所
々 

五
十
一
所

　
　
　
　

三　

寄
進
神
社
仏
事
所
々 

七
所

　
　
　
　

四　

年
貢
寄
神
社
仏
事
所
々 

四
所

　
　
　
　

五　

荘
務
本
所
進
退
所
々 

六
十
所

　
　
　
　

六　

請
所 

二
十
所

　
　
　
　

七　

大
番
国
々 

三
国

　
　
　
　

八　

散
所 

五
所

　
　
　
　

九　

主
殿 

一

（
５ 
）
橋
本
義
彦
氏
執
筆
。
こ
の
分
類
は
後
述
の
『
大
阪
府
史
』『
池
田
市
史
』
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い

る
。

（
６ 

）
古
野
貢
氏
「
解
題
」『
春
日
大
社
南
郷
目
代　

今
西
家
文
書
（
本
文
編
）』
豊
中
市
教
育
委
員

会　

平
成
16
年
。

（
７ 

）
鶴
崎
裕
雄
「
大
阪
の
河
川
と
海
港
の
文
化
と
文
学
（
稿
）
―
地
域
学
・
地
域
文
学
論
資
料
収

集
の
一
作
業
―
」
関
西
大
学
『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
六
』
平

第２表　「目録」から『雑事要録』への家領の変化

家領名 家領の性格 代官有無 家僕へ得分 備　　考

目
録
に
あ
り

放出村
仲牧
五位荘
大原荘
沢良宜村

⑤　→　⑤
⑤　→　③
⑤　→　⑤
①　→　⑥
⑤　→　⑥

○

○
○
○

○
○

御霊殿料所
房嗣料所

目
録
に
な
し

水尾村
熊丸名
山田村
小薬院
垂海
新免村
天王畑

⑥
⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
⑥

○
○

○

○
○

○

○

○
房嗣から尚通料所

⑤・⑥の区別は代官が存在しても、得分を給付される家僕が見えない
場合、もしくは得分を給付される家僕だけの場合で、代官の存在があっ
て、年貢収入の一部が家僕に給付があるものは⑥とした。

参考　橋本義彦氏の『国史大辞典』近衛家領条での分類
　①私的な別相伝地
　②本所として一定の得分を収取する所領
　③進止権を保留して有縁の寺社に寄進した所領
　④基本的な年貢収取権を寺社に寄進した所領
　⑤本所として荘務を進退する所領
　⑥在地領主を請所として一定の得分権を持つ所領
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成
19
年
3
月
、
同
「
地
域
と
旅
の
説
話
―
摂
津
国
神
﨑
川
の
場
合
―
」『
説
話
論
集 

第
十
七

集 

説
話
と
旅
』
清
文
堂　

平
成
20
年
。

（
８ 
）『
後
法
興
院
記
』
明
応
四
年
六
月
二
十
四
日
条
。

（
９ 
）『
後
法
興
院
記
』『
親
長
卿
記
』『
実
隆
公
記
』
明
応
四
年
七
月
十
八
日
条
。

（
10 

）『
実
隆
公
記
』『
親
長
卿
記
』
明
応
四
年
七
月
二
十
日
条
。

（
11 

）『
御
湯
殿
上
日
記
』『
親
長
卿
記
』
明
応
四
年
七
月
二
十
三
日
条
。

（
12 

）『
御
湯
殿
上
日
記
』『
親
長
卿
記
』
明
応
四
年
七
月
二
十
五
日
条
。

（
13 

）『
御
湯
殿
上
日
記
』
明
応
四
年
七
月
二
十
六
日
条
。

（
14 

）『
後
法
興
院
記
』『
御
湯
殿
上
日
記
』『
実
隆
公
記
』
明
応
四
年
七
月
二
十
七
日
条
。

（
15 

）『
実
隆
公
記
』
明
応
四
年
七
月
二
十
八
日
条
。

（
16 

）
政
誠
の
息
子
で
あ
ろ
う
。
明
応
二
年
二
月
一
日
に
近
衛
家
を
訪
れ
た
時
は
弥
五
郎
、
文
亀
三

年
七
月
二
十
三
日
の
訪
問
の
と
き
は
治
部
少
輔
、
次
ぎ
に
訪
れ
た
永
正
元
年
十
二
月
二
十
七

日
で
は
伊
豆
守
の
官
途
名
を
持
っ
て
い
る
。

（
17 

）
明
応
四
年
三
月
一
日
以
降
、
備
前
守
の
官
途
名
で
記
述
さ
れ
、
明
応
九
年
三
月
一
日
に
は
息

子
を
連
れ
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
父
子
で
の
訪
問
は
し
ば
し
ば
あ
り
、
文
亀
三
年
十
二
月

七
日
に
は
息
子
が
元
服
し
た
挨
拶
の
訪
問
も
あ
る
。

（
18 

）
鶴
崎
裕
雄
「
近
衛
殿
の
糸
桜
│
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
読
む
公
家
社
会
の
位
置
│
」『
文
学
』
岩

波
書
店　

昭
和
59
年
３
月
（
後
に
『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』
和
泉
書
院　

平
成
４
年

に
再
収
）。

（
19 

）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
八
年
三
月
八
日
条
ほ
か
。

（
20 

）
鶴
崎
裕
雄
「
中
世
後
期
、
古
典
研
究
の
一
側
面
│
近
衛
尚
通
の
場
合
│
」
帝
塚
山
学
院
短
期

大
学
研
究
年
報
31
（
昭
和
58
年
12
月
、
後
に
『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』
前
掲
に
再
収
）

（
21 

）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
十
七
年
八
月
十
二
日
条
ほ
か
。

（
22 

）
鶴
崎
裕
雄
「
風
呂
と
寄
合
の
文
化
│
公
家
日
記
を
中
心
と
し
て
│
」『
藝
能
史
研
究
』
84　

昭

和
59
年
１
月
（
後
に
『
戦
国
期
公
家
社
会
の
諸
様
相
』
前
掲
に
再
収
）
湯
川
敏
治
「
公
家
女

性
の
生
活
│
近
衛
尚
通
の
正
妻
、
維
子
の
場
合
│
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
九　

平
成
５
年
６

月
（『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

平
成
17
年
に
再
収
）。

（
23 

）『
後
法
成
寺
関
白
記
』
永
正
八
年
九
月
三
十
日
条
。

（
24 

）『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
四
年
四
月
七
日
条
。

（
25 

）『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
四
年
四
月
九
日
条
。

（
26 

）『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
四
年
閏
七
月
十
二
日
条
。

（
27 

）『
多
聞
院
日
記
』
五　

所
載
「
蓮
成
院
記
録
」
延
徳
二
年
十
二
月
条
。

（
28 

）『
雑
事
要
録
』
明
応
元
年
十
二
月
五
日
「
自
処
々
礼
物
」
条
。

（
29 

）『
高
槻
市
史
』
第
二
巻　

本
編
Ⅱ　

高
槻
市　

昭
和
59
年
。

（
30 

）『
雑
事
要
録
』
文
明
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
、「
御
礼
物
事
」
条
。

（
31 

）
当
時
、
美
濃
国
に
は
手
向
郷
・
岩
村
郷
（
岐
阜
県
恵
那
市
）、
大
井
郷
（
大
垣
市
カ
）、
太
田

郷
（
美
濃
太
田
市
）、
生
津
郷
（
瑞
穂
市
）、
苗
木
郷
（
中
津
川
市
）
の
近
衛
家
領
が
あ
っ
た

が
、
明
応
五
年
に
は
そ
れ
ら
の
家
領
か
ら
の
収
入
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
岩
村
郷
に
至

っ
て
は
年
貢
収
入
の
上
分
千
疋
が
、
三
福
寺
へ
寄
進
す
る
約
束
に
な
っ
て
い
た
。
三
福
寺
は

近
衛
家
が
信
仰
す
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
。

（
32 

）
進
藤
長
泰
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
湯
川
敏
治
「
公
家
日
記
に
み
る
家
政
職
員
の
実
態
」『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
一
二
〇　

昭
和
63
年
９
月
（『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』
前
掲
に
再
収
）
参

照
。

（
33 

）
鶴
崎
裕
雄
「
戦
国
初
期
の
摂
津
国
人
層
の
動
向
│
芥
川
城
主
能
勢
氏
と
そ
の
文
芸
、
特
に
連

歌
を
中
心
と
し
て
│
」『
史
泉
』
43　

関
西
大
学
史
学
会　

昭
和
46
年
９
月
（
後
に
鶴
崎
裕
雄

『
戦
国
の
権
力
と
寄
合
の
文
芸
』
和
泉
書
院　

昭
和
63
年
に
再
収
）

（
34 

）『
大
永
三
年
雑
々
』『
大
永
四
年
雑
々
』
摂
州
沢
良
宜
村
条
。

（
35
）『
雑
事
要
録
』
文
明
十
八
年
十
二
月
二
十
四
日
、
沢
良
宜
村
条
。

（
36 

）『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
六
年
五
月
十
七
日
条
。

（
37 

）『
雑
事
要
録
』
延
徳
四
年
（
明
応
元
年
）
二
月
二
十
八
日
、
水
尾
村
条
。

（
38 

）『
雑
事
要
録
』
長
享
二
年
、
新
免
村
条
。

（
39 

）『
雑
事
要
録
』
明
応
五
年
二
月
十
二
日
、
新
免
村
条
。

（
40 

）『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
九
年
四
月
二
日
条
。

（
41 

）
牧
健
二
氏
「
摂
関
家
大
番
役
及
び
大
番
領
の
研
究
」『
史
林
』
17 -

３
・
４　

昭
和
7
年
７
月
・

10
月
、「
摂
関
家
の
大
番
領
土
と
和
泉
国
大
鳥
庄
」『
歴
史
と
地
理
』
30 -

１
・
２
・
３　

昭
和
７

年
７
月
・
８
月
・
９
月
、
小
島
鉦
作
氏
「
摂
関
家
大
番
領
と
し
て
の
摂
津
国
猪
名
庄
」『
歴
史

地
理
』
60 -

４　

昭
和
７
年
、
清
水
三
男
氏
「
摂
関
家
近
江
国
大
番
領
の
一
史
料
」『
歴
史
と

地
理
』
34 -

２　

昭
和
９
年
８
月
（
後
『
清
水
三
男
著
作
集　

第
二
巻　

中
世
の
村
落
』「
摂

関
家
大
番
保
」
改
題
所
収　

校
倉
書
房　

一
九
七
四
年
）、
渡
辺
澄
夫
氏
『
増
訂　

畿
内
庄
園

の
基
礎
構
造 

下
』（
吉
川
弘
文
館　

昭
和
45
年
）。

（
42 

）
清
水
三
男
氏
「
摂
関
家
近
江
国
大
番
領
の
一
史
料
」（
前
掲
）。

（
43 

）『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
一
年
八
月
二
十
四
日
条
。

（
44 

）『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
・
同
二
十
三
日
条
。

（
45 

）
清
水
三
男
氏
「
摂
関
家
大
番
保
」（
前
掲
）。

（
46 
）
例
え
ば
『
後
法
興
院
記
』
文
正
元
年
八
月
十
八
日
条
。

（
47 
）
例
え
ば
『
後
法
興
院
記
』
文
明
十
二
年
三
月
二
十
六
日
条
で
は
、
県
召
除
目
で
政
家
は
「
奏

関
白
慶
」
を
す
る
が
、
こ
の
と
き
番
頭
四
人
は
松
明
を
取
っ
て
い
る
。


